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シ
ュ
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ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
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へ
の
道

―
ド
イ
ツ
教
会
闘
争
の
終
幕
―

河
　
　
島
　
　
幸
　
　
夫

は

じ

め

に

一
　
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
の
前
史

１
　
ト
ラ
イ
ザ
教
会
指
導
者
会
議
と
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
ー

２
　
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
の
影
響

３
　
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
内
部
の
先
駆
け

（
１
）

テ
オ
フ
ィ
ー
ル
・
ヴ
ル
ム
監
督
の
罪
責
告
白

（
２
）

古
プ
ロ
イ
セ
ン
合
同
告
白
教
会
の
罪
責
告
白

（
３
）

デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
の
罪
責
告
白

二
　
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
の
成
立

１
　
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
理
事
会
の
開
催

２
　
罪
責
宣
言
作
成
の
前
夜

３
　
罪
責
宣
言
の
作
成
と
発
表

三
　
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
の
意
義

―
―
む
す
び
に
か
え
て
―
―

一



シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
へ
の
道
　
―
―
ド
イ
ツ
教
会
闘
争
の
終
幕
―
―

二

は
　
じ
　
め
　
に

一
九
三
三
年
一
月
三
〇
日
に
成
立
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
（
第
三
帝
国
）
は
、
一
九
三
九
年
九
月
一
日
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
侵
攻
に
は
じ
ま
る
第
二
次
世
界
大
戦
を
引
き
起
こ
し
、
英
米
仏
ソ
を
中
心
と
す
る
多
く
の
国
々
と
戦
い
、
一
九
四
五
年
五
月
八
日
、
敗
北
を

喫
し
て
崩
壊
し
た
。

ナ
チ
ズ
ム
の
支
配
し
た
ド
イ
ツ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
会
は
独
裁
権
力
に
よ
る
抑
圧
、
弾
圧
を
被
り
、
と
く
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
内
部
で
は
ナ

チ
ス
系
の
キ
リ
ス
ト
教
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
《
ド
イ
ツ
的
キ
リ
ス
ト
者
》（D

eu
tsch

e
C

h
risten

）
と
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
《
告
白
教
会
》（B

eken
-

n
en

d
e

K
irch

e

）
と
の
対
立
、
さ
ら
に
は
告
白
教
会
内
部
に
お
け
る
古
プ
ロ
イ
セ
ン
合
同
告
白
教
会
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
ダ
ー
レ
ム
派
＝
急
進
派
と
ル

タ
ー
派
領
邦
教
会
＝
穏
健
派
と
の
対
立
な
ど
、
複
雑
な
状
況
が
生
じ
た
。
ナ
チ
ス
支
配
下
に
お
け
る
教
会
と
国
家
の
対
立
・
妥
協
・
抗
争
お
よ
び
教

会
内
部
の
紛
争
は
《
教
会
闘
争
》（K

irch
en

kam
p

f

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

一
九
三
九
年
に
は
じ
ま
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
初
期
に
華
々
し
い
戦
果
を
あ
げ
、
そ
の
占
領
地
域
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体

の
約
三
分
の
二
に
拡
大
し
た
。
し
か
し
一
九
四
三
年
一
月
三
〇
日
に
お
け
る
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
の
ド
イ
ツ
第
六
軍
団
の
敗
北
を
転
機

と
し
て
、
ド
イ
ツ
は
守
勢
に
転
じ
、
と
く
に
大
戦
末
期
に
な
る
と
ド
イ
ツ
本
土
が
連
合
軍
の
空
襲
や
地
上
戦
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
大
都

市
は
焦
土
と
化
し
た
。
一
九
四
五
年
四
月
三
〇
日
、
総
統
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
は
ベ
ル
リ
ン
の
地
下
壕
で
自
殺
し
、
五
月
七
日
と
八
日
、
ド
イ
ツ

軍
は
無
条
件
降
伏
し
た
。
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第
二
次
世
界
大
戦
下
の
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
ナ
チ
ス
国
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
著
『
戦
争
・
ナ
チ
ズ
ム
・
教
会
』

（
新
教
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
に
お
い
て
く
わ
し
く
論
じ
た
が
、
要
す
る
に
表
面
上
の
教
会
闘
争
の
沈
静
化
と
は
う
ら
は
ら
に
、
ナ
チ
ス
秘
密
警

察
や
親
衛
隊
に
よ
る
教
会
弾
圧
は
強
化
さ
れ
て
い
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
ナ
チ
ス
幹
部
た
ち
の
密
か
な
究
極
目
標
は
ユ
ダ
ヤ
人
や
障
害
者
、

共
産
主
義
者
、
社
会
主
義
者
の
絶
滅
で
あ
る
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
根
絶
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
た
時
、
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
ナ
チ
ズ
ム
体
験
・
戦
争
体
験
を
ど
の
よ
う
に
総

括
し
、
反
省
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ド
イ
ツ
の
教
会
の
罪
責
宣
言
と
し
て
有
名
な
の
が
、「
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
」（S

tu
ttg

arte
r

S
ch

u
ld

erkläru
n

g

）
な
い
し
「
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
告
白
」（S

tu
ttgarter

S
ch

u
ld

b
eken

n
tn

is

）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
敗
戦
後

の
ド
イ
ツ
で
は
、
ナ
チ
ス
治
下
に
お
け
る
教
会
闘
争
の
組
織
的
主
役
を
演
じ
た
告
白
教
会
を
母
体
と
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
連
合
体
で
あ
る

《
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
》
（E

van
gelisch

e
K

irch
e

in
D

eu
tsch

lan
d

.

略
称
Ｅ
Ｋ
Ｄ
）
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
四
五
年
一
〇
月
中
旬
、

空
襲
の
跡
も
生
々
し
い
南
ド
イ
ツ
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
州
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
理
事
会
の
第
一
回
目
の
会
議

が
開
か
れ
た
。
そ
の
時
に
作
成
、
発
表
さ
れ
た
の
が
「
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
罪
責
宣
言
の
背
景
、
成
立
、
影
響
に

関
し
て
は
ド
イ
ツ
本
国
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
資
料
集
や
研
究
が
刊
行
さ
れ
、
ま
た
日
本
で
も
若
干
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
シ
ュ

ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
の
解
釈
、
意
義
、
評
価
を
め
ぐ
っ
て
は
複
雑
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
（
１
）。

し
か
し
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
何

よ
り
も
ま
ず
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
が
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
の
か
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
、
大
切
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
を
通
じ
て
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
の
内
容
と
意
義
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

こ
で
本
論
文
に
お
い
て
は
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
が
生
み
出
さ
れ
た
背
景
、
要
因
、
そ
し
て
成
立
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
、
最
後
に
、

三



シ
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四

そ
の
意
義
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
　
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
の
前
史

１
　
ト
ラ
イ
ザ
教
会
指
導
者
会
議
と
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
ー

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
、
ナ
チ
ス
治
下
の
告
白
教
会
や
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
領
邦
（
州
）
教
会
の
テ
オ
フ

ィ
ー
ル
・
ヴ
ル
ム
監
督
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
《
教
会
統
一
事
業
団
》
を
中
心
と
し
て
、
戦
前
の
《
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
》（D

eu
tsch

e
E

van
-

gelisch
e

K
irch

e .

略
称
Ｄ
Ｅ
Ｋ
）
に
か
わ
る
新
し
い
《
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
》（E

van
gelisch

e
K

irch
e

in
D

eu
tsch

lan
d

.

略
称
Ｅ
Ｋ
Ｄ
）
を

諸
教
会
の
連
合
体
と
し
て
結
成
し
た
。

一
九
四
五
年
八
月
二
七
―
三
一
日
、
ヘ
ッ
セ
ン
の
ト
ラ
イ
ザ
に
お
い
て
戦
後
は
じ
め
て
ド
イ
ツ
全
土
か
ら
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
代
表
者
た
ち

が
集
ま
り
、
教
会
指
導
者
会
議
（K

irch
en

kon
feren

z

）
が
開
か
れ
た
。
そ
こ
で
選
出
さ
れ
た
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
の
理
事
会
（R

at
d

er
E

K
D

）

の
理
事
た
ち
（
一
二
名
）
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
２
）。

１
　
議
長
　
　
テ
オ
フ
ィ
ー
ル
・
ヴ
ル
ム
（
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
教
会
監
督
）

２
　
副
議
長
　
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
ー
（
牧
師
）

３
　
理
事
　
　
ハ
ン
ス
・
マ
イ
ザ
ー
（
バ
イ
エ
ル
ン
州
教
会
監
督
）

４
　
同
　
　
　
オ
ッ
ト
ー
・
デ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
（
教
会
監
督
）
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５
　
同
　
　
　
ハ
ン
ス
・
リ
ル
エ
（
宗
務
庁
局
長
）

６
　
同
　
　
　
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヘ
ル
ト
（
教
区
長
）

７
　
同
　
　
　
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ニ
ー
ゼ
ル
（
牧
師
）

８
　
同
　
　
　
ハ
ン
ス
・
ア
ス
ム
ッ
セ
ン
（
牧
師
）

９
　
同
　
　
　
フ
ー
ゴ
・
ハ
ー
ン
（
教
区
長
）

10

同
　
　
　
ル
ー
ド
ル
フ
・
ス
メ
ン
ト
（
大
学
教
授
＝
国
法
学
）

11

同
　
　
　
グ
ス
タ
フ
・
ハ
イ
ネ
マ
ン
（
弁
護
士
）

12

同
　
　
　
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
マ
イ
ア
ー
（
中
高
等
学
校
長
）、
の
ち
エ
バ
ー
ハ
ル
ト
・
ハ
ー
ゲ
マ
ン
（
地
方
長
官
）

こ
の
う
ち
ル
タ
ー
派
に
属
す
る
者
は
六
名
、
合
同
教
会
に
属
す
る
も
の
は
四
名
、
改
革
派
が
二
名
で
あ
っ
た
。

ト
ラ
イ
ザ
教
会
指
導
者
会
議
で
は
、
新
し
い
教
会
組
織
の
指
導
部
の
人
選
に
加
え
て
、
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
と
し
て
の
罪
責
告
白
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
た
。
八
月
二
八
日
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
ー
は
講
演
の
中
で
、
明
白
に
教
会
の
罪
責
、
と
く
に
告
白
教
会
の
罪
責
を
指
適
し
た
。
他

人
の
罪
責
を
問
題
に
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
教
会
自
身
が
公
式
に
罪
責
を
告
白
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
に
手
本
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
教
会
は
未
来
を
め
ざ
し
て
ド
イ
ツ
の
再
建
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
彼
は
力
説
し
た
の
で
あ
る
。

「
す
で
に
ヴ
ル
ム
牧
師
先
生
が
ま
さ
に
強
調
さ
れ
た
よ
う
に
、
過
去
一
二
年
間
の
〔
ナ
チ
ス
時
代
の
〕
闘
い
と
苦
難
と
犠
牲
と
の
全
体
が
む

だ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
一
九
三
三
年
以
前
の
状
態
を
基
礎
と
す
る
よ
う
な
形
で
の
教
会
の
復
古
（R

estau
ration

）
が
生
じ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
…
…
私
た
ち
は
、
何
事
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
以
前
の
仕
事
を
単
純
に
再
開
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
…
…
再

五



シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
へ
の
道
　
―
―
ド
イ
ツ
教
会
闘
争
の
終
幕
―
―

六

開
す
る
前
に
、
ま
ず
正
し
い
道
に
向
か
っ
て
回
心
（u

m
zu

keh
ren

）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
…
…

わ
れ
わ
れ
の
今
日
の
状
態
を
も
た
ら
し
た
の
は
何
よ
り
も
ま
ず
わ
が
民
族
と
ナ
チ
ス
と
の
罪
だ
っ
た
、
と
言
っ
て
、
す
ま
せ
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
彼
ら
の
知
ら
な
い
道
を
彼
ら
は
ど
の
よ
う
に
進
む
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
彼
ら
は
単
純
に
、
自
分
た
ち
は
正
し

い
道
を
進
ん
で
い
る
の
だ
と
、
や
は
り
信
じ
こ
ん
で
い
た
の
で
す
。
否
、
本
来
の
罪
（d

ie
eigen

tlich
e

S
ch

u
ld

）
は
教
会
に
あ
る
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
教
会
だ
け
が
破
滅
に
至
る
道
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
な
の
に
教
会
は
わ
が
民
族
に
警
告
を
与
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
会
は

犯
さ
れ
た
不
正
を
暴
露
せ
ず
、
あ
る
い
は
暴
露
し
て
も
遅
す
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
点
で
告
白
教
会
の
罪
責
は
と
く
に
大
き
い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら

告
白
教
会
は
、
何
が
起
こ
り
、
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
を
、
最
も
明
確
に
知
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
告
白
教
会
は
そ
れ
に
つ
い
て
語

り
ま
し
た
が
、
や
が
て
疲
れ
て
し
ま
い
、
生
け
る
神
よ
り
も
人
間
の
方
を
恐
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
破
局
が
わ
れ
わ
れ
す
べ
て

の
上
に
到
来
し
、
そ
の
渦
の
中
に
わ
れ
わ
れ
を
巻
き
こ
み
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
教
会
は
、
ま
さ
に
胸
を
叩
い
て
告
白
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、

『
私
の
罪
（m

ein
e

S
ch

u
ld

）、
私
の
罪
、
私
の
巨
大
な
罪
！
』
と
（
３
）

」。

ニ
ー
メ
ラ
ー
は
、
か
つ
て
一
九
三
七
年
七
月
、
ナ
チ
ス
の
秘
密
警
察
（
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
）
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
、
一
九
三
八
年
八
月
三
日
に
軽
微
の

有
罪
判
決
後
、
本
来
な
ら
釈
放
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、「
ヒ
ト
ラ
ー
の
個
人
的
囚
人
」
と
し
て
一
九
四
五
年
五
月
の
敗
戦
に
至
る
ま
で
強
制
収
容
所

（
ザ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
、
の
ち
ダ
ハ
ウ
）
に
捕
わ
れ
続
け
た
。
彼
は
加
害
者
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
抵
抗
者
で
あ
り
、
被
害
者
で
あ
っ
た
（
４
）。

そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
ニ
ー
メ
ラ
ー
が
教
会
の
罪
責
を
き
わ
め
て
率
直
に
直
接
的
に
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
ト
ラ
イ
ザ
の
教
会
指
導
者
会

議
は
、
そ
う
し
た
ニ
ー
メ
ラ
ー
の
基
本
姿
勢
と
は
か
け
離
れ
た
、
漠
然
と
し
た
、
個
人
的
色
彩
の
強
い
罪
責
告
白
と
再
出
発
へ
の
呼
び
か
け
を
発
表

す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
「
各
個
教
会
に
送
る
言
葉
」（
一
九
四
五
年
八
月
三
一
日
）
と
し
て
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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「
神
の
怒
り
の
裁
き
は
わ
れ
わ
れ
の
上
に
下
さ
れ
た
。
神
の
御
手
は
わ
れ
ら
の
上
に
重
い
。『
神
の
憐
み
に
よ
り
わ
れ
ら
は
全
滅
を
免
れ
た

の
だ
！
』
…
…

今
日
わ
れ
わ
れ
は
次
の
こ
と
を
告
白
す
る
。
神
が
怒
り
を
発
せ
ら
れ
る
は
る
か
前
に
、
神
は
愛
の
言
葉
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
を
探
さ
れ
た
が
、

わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
聞
き
逃
し
た
。
教
会
が
ゴ
ミ
ク
ズ
の
中
に
沈
ん
で
い
く
ず
っ
と
前
に
、
説
教
壇
は
汚
さ
れ
、
祈
り
は
と
だ
え
た
。
羊
飼
い

は
羊
の
群
を
見
捨
て
、
教
会
員
は
牧
師
を
見
捨
て
た
。
国
の
表
面
的
秩
序
が
こ
わ
さ
れ
る
ず
っ
と
前
に
、
法
が
改
悪
さ
れ
て
い
た
。
人
間
が
殺

さ
れ
る
ず
っ
と
前
に
、
人
間
は
単
な
る
数
字
と
な
り
、
無
価
値
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
…
…
愛
を
軽
蔑
す
る
者
は
他
者
の
権
利
の
た
め
に
闘

い
は
し
な
い
。
彼
は
、
人
間
が
誘
惑
さ
れ
て
も
気
に
と
め
ず
、
苦
し
み
の
声
を
あ
げ
て
も
、
聞
こ
う
と
し
な
い
。
彼
は
、
あ
た
か
も
何
も
起
き

な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
生
き
、
語
る
。
彼
は
責
任
を
恐
れ
る
。
…
…
彼
は
人
間
の
命
令
の
う
し
ろ
に
隠
れ
、
神
の
戒
め
を
避
け
る
。
こ
う
し
て

虚
偽
は
わ
れ
わ
れ
の
死
と
な
っ
た
。
苦
難
を
恐
れ
た
た
め
に
、
計
り
難
い
苦
難
が
わ
れ
わ
れ
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
教
会
の
怠
慢
、
民
族

の
怠
慢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
は
、
不
法
と
恣
意
と
に
抗
し
て
立
ち
あ
が
る
力
、
苦
難
を
引
き
受
け
、
死
を
引
き
受
け
る
力
を
、
あ
ら
ゆ
る
宗

派
、
階
層
、
党
派
の
男
女
に
与
え
給
う
た
。
教
会
が
自
己
の
責
任
を
自
覚
し
た
時
、
教
会
は
、
強
制
収
容
所
の
中
の
罪
責
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
病
人

に
対
す
る
虐
待
と
殺
害
を
、
違
法
で
あ
り
、
非
道
で
あ
る
と
名
指
し
で
指
摘
し
、
青
少
年
へ
の
誘
惑
を
阻
止
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
し
か
し
教

会
は
、
牢
獄
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
る
よ
う
に
教
会
と
い
う
狭
い
領
域
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
。
わ
が
民
族
は
教
会
か
ら
引
き
離
さ
れ
た
。
世
間
の

人
々
は
教
会
の
声
を
聞
く
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
。
教
会
が
告
げ
知
ら
せ
る
こ
と
を
、
誰
も
聞
か
な
く
な
っ
た
。
や
が
て
神
の
怒
り
が
発
せ
ら
れ
た
。

今
や
扉
は
再
び
開
け
ら
れ
た
。
壁
の
う
し
ろ
で
静
寂
の
中
で
祈
ら
れ
、
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
公
然
と
語
ら
れ
る
。
多
く
の
敬
虔
な

人
々
は
、
か
つ
て
は
暗
い
獄
房
の
中
で
、
ま
た
強
い
ら
れ
た
沈
黙
状
態
の
中
で
、
教
会
や
民
族
の
新
た
な
秩
序
を
模
索
し
た
。
今
や
キ
リ
ス
ト

七
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八

者
と
し
て
社
会
的
責
任
を
引
き
受
け
る
者
は
、
権
力
で
は
な
く
、
奉
仕
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
教
会
か
ら
も
重
苦
し
い
軛く
び
き
が
は
ず
さ
れ
た
。

…
…
こ
れ
ま
で
の
捕
囚
状
態
は
終
わ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
喜
ぶ
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
福
音
主
義
の
キ
リ
ス
ト
教
界
の
前
に
進
み
出
て
、
牧
師
た
ち
と
教
会
員
た
ち
と
に
向
か
っ

て
教
会
の
革
新
を
呼
び
か
け
る
。
わ
れ
わ
れ
は
わ
が
民
族
に
呼
び
か
け
る
。『
神
の
も
と
に
帰
れ
！
』
と
（
５
）

」。

こ
こ
で
は
確
か
に
教
会
の
罪
責
が
語
ら
れ
て
は
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
一
般
的
・
抽
象
的
な
表
現
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
し
か
も
個
人
の
信
仰
不

足
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
と
い
う
傾
向
が
強
か
っ
た
。

こ
の
ト
ラ
イ
ザ
教
会
指
導
者
会
議
に
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
本
部
を
置
く
世
界
教
会
協
議
会
（W

orld
C

ou
n

cil
of

C
h

u
rch

es .

略
称
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）
か

ら
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ハ
ー
マ
ン
お
よ
び
ハ
ン
ス
・
シ
ェ
ー
ン
フ
ェ
ル
ト
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
は
じ
め
て
ベ
ル
リ
ン
に
旅
す
る
こ
の
ハ
ー
マ
ン

に
世
界
教
会
協
議
会
の
総
幹
事
ヴ
ィ
レ
ム
・
ア
ド
ル
フ
・
ヴ
ィ
サ
ー
ト
ー
フ
ト
は
、
オ
ッ
ト
ー
・
デ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
あ
て
の
一
九
四
五
年
七
月
二
九
日

付
け
の
手
紙
を
こ
と
づ
け
て
い
た
。
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

「〔
世
界
教
会
（Ö

k
u

m
en

e

）
が
ド
イ
ツ
教
会
と
の
〕
交
わ
り
を
再
開
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
全
力
を
尽
く
す
つ
も
り
で
す
。
そ
の
こ
と

を
お
知
り
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。
申
し
あ
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
合
、
な
お
重
要
な
内
面
的
障
害
が
、
と
く
に
ド
イ
ツ
に
よ
る

占
領
下
で
非
常
に
深
い
傷
を
負
っ
た
諸
教
会
の
抱
え
る
内
面
的
障
害
が
、
克
服
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
兄
弟
的
な
対

話
が
不
可
欠
と
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
こ
の
対
話
は
、
も
し
ド
イ
ツ
の
告
白
教
会
が
非
常
に
は
っ
き
り
と
―
―
ナ
チ
ス
の
蛮
行
だ
け
で
な
く
、

と
く
に
教
会
を
含
め
て
ド
イ
ツ
民
族
の
怠
慢
（
不
作
為
）
の
罪
に
つ
い
て
も
―
―
発
言
す
る
な
ら
ば
、
は
る
か
に
容
易
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ

う
。
他
国
の
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
は
決
し
て
パ
リ
サ
イ
人び
と

〔
律
法
主
義
的
な
糾
弾
者
〕
と
し
て
立
ち
あ
が
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
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ま
せ
ん
。
し
か
し
彼
ら
は
、
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
の
詩
の
中
に
あ
ざ
や
か
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
民
族
と
教
会
が
、
は
っ
き
り
と
十

分
大
き
な
声
で
語
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
公
然
と
承
認
す
る
よ
う
に
、
望
ん
で
お
り
ま
す
（
６
）」。

こ
こ
に
は
ド
イ
ツ
の
罪
責
問
題
に
つ
い
て
の
世
界
教
会
協
議
会
の
基
本
的
な
立
場
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
世
界
教
会

は
ド
イ
ツ
の
教
会
と
の
間
に
、
戦
争
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
関
係
を
回
復
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
第
二
に
、
そ
う
し
た
関
係
回

復
の
前
段
階
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
教
会
が
罪
責
の
告
白
を
公
表
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
世
界
教
会
協
議
会
の
立
場
が
ド
イ
ツ
の
有
力
な
教
会
指
導
者
の
一
人
、
オ
ッ
ト
ー
・
デ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
に
伝
え
ら
れ
た
結
果
、
デ
ィ
ベ
リ

ウ
ス
が
そ
れ
を
他
の
教
会
指
導
者
た
ち
に
も
流
し
た
こ
と
は
、
疑
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
世
界
教
会
協
議
会
か
ら
の
影
響
は
、
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
教
会
が
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
を
発
表
す
る
一
つ
の
外
部
的
誘
因
と
な
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

２
　
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
の
影
響

世
界
教
会
協
議
会
か
ら
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
な
さ
れ
た
働
き
か
け
以
外
に
、
罪
責
告
白
の
必
要
性
を
強
く
勧
告
し
た
外
国
人
と
し

て
、
ス
イ
ス
の
神
学
者
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
か
ら
第
三
帝
国
時
代
の
は
じ
め
ま
で
ゲ
ッ
テ
ィ

ン
ゲ
ン
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
、
ボ
ン
の
諸
大
学
で
教
義
学
の
教
鞭
を
と
り
、
初
期
の
教
会
闘
争
に
お
い
て
は
「
バ
ル
メ
ン
宣
言
（
７
）」

の
起
草
者
の
一
人
と

し
て
決
定
的
な
役
割
を
演
じ
た
。
し
か
し
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
忠
誠
宣
誓
に
難
色
を
示
し
た
た
め
に
ナ
チ
ス
当
局
に
よ
っ
て
ボ
ン
大
学
を
追
わ
れ
、
ス
イ

ス
に
帰
国
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
一
九
三
四
年
末
か
ら
は
母
国
の
バ
ー
ゼ
ル
大
学
に
移
り
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
教
会
と
の
歩
み
を
見
守
り
続

九
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一
〇

け
て
い
た
。
バ
ル
ト
は
終
始
一
貫
、
ド
イ
ツ
人
と
ド
イ
ツ
の
教
会
と
に
と
っ
て
良
き
友
人
・
理
解
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
誠
実
な
警
告
者
・
批
判
者

で
も
あ
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
一
九
四
五
年
は
じ
め
、
す
で
に
バ
ル
ト
は
、
ド
イ
ツ
人
を
毛
嫌
い
す
る
ス
イ
ス
人
に
向
か
っ
て
、

「
ド
イ
ツ
人
と
わ
れ
わ
れ
（
８
）

」（D
ie

D
eu

tsch
en

u
n

d
w

ir

）
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
彼
は
、
世
界
中
か
ら
嫌
わ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
人

に
対
し
て
今
こ
そ
ス
イ
ス
人
が
友
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
力
説
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
と
と
も
に
バ
ル
ト
は
、「
心
か
ら
の
友
情
と
は
、
人

が
他
者
に
反
対
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
他
者
の
た
め
に
そ
う
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
時
に
は
、
断
固
と
し
て
反
対
す
る

、
、
、
、

こ
と
で
も

あ
る
（
９
）」（

傍
点
は
バ
ル
ト
）
と
述
べ
、
ま
た
別
の
機
会
に
は
「
ド
イ
ツ
国
民
の
ほ
か
に
い
っ
た
い
誰
が
ナ
チ
ズ
ム
に
権
力
を
与
え
、
そ
の
権
力
の
座

へ
と
呼
び
出
し
た
と
い
う
の
か
（
10
）

」
と
問
い
か
け
、
ド
イ
ツ
人
の
罪
責
を
は
っ
き
り
と
指
摘
し
て
い
た
。
ま
た
バ
ル
ト
は
、
ド
イ
ツ
人
に
向
か
っ
て
、

ビ
ス
マ
ル
ク
か
ら
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
を
へ
て
ヒ
ト
ラ
ー
に
至
る
ド
イ
ツ
の
権
威
主
義
・
民
族
主
義
の
歩
み
に
対
す
る
徹
底
的
な
反
省
の
必
要
性
を

も
強
調
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
世
俗
的
権
威
＝
官
憲
の
命
じ
る
こ
と
に
や
す
や
す
と
従
っ
て
し
ま
う
ド
イ
ツ
人
の
市
民
的
未
成
熟
を
批
判
し
て
、
ひ

と
り
ひ
と
り
の
官
吏
、
個
々
の
教
員
や
学
生
、
個
々
の
牧
師
が
そ
の
場
そ
の
場
で
さ
め
た
思
考
と
毅
然
と
し
た
行
動
と
を
実
践
す
る
と
い
う
、「
市

民
的
健
全
さ
と
市
民
的
成
熟
（
11
）

」
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
、
努
力
を
促
し
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
バ
ル
ト
は
一
九
四
五
年
九
月
二
八
日
、
ド
イ
ツ
の
友
人
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
ー
牧
師
へ
の
手
紙
の
中
で
大
略
、
次
の
よ
う
に
ド
イ
ツ

の
教
会
の
い
さ
ぎ
よ
い
謝
罪
を
進
言
し
て
い
た
。

「
ド
イ
ツ
の
教
会
の
新
し
い
仮
指
導
部
が
一
〇
月
一
八
日
に
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
会
合
す
る
、
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
諸
外
国
の
キ
リ

ス
ト
教
界
は
、
こ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
の
教
会
が
諸
会
合
で
暫
定
的
・
暗
示
的
に
示
し
て
来
た
こ
と
を
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
と
し
て
発
言
す
る
よ
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う
に
、
期
待
し
て
い
ま
す
。
私
の
提
案
は
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。『
ド
イ
ツ
国
民
は
、
一
九
三
三
年
に
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
に

政
治
を
委
ね
た
時
、
誤
っ
た
道
を
選
び
と
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
指
導
部
は
認
識
し
、
表
明
致
し
ま
す
。
ド
イ
ツ
福

音
主
義
教
会
は
、
誤
っ
た
語
り
か
け
と
誤
っ
た
沈
黙
と
に
よ
っ
て
こ
の
誤
り
に
共
同
の
責
任
を
負
う
こ
と
を
、
認
め
、
言
明
致
し
ま
す
』。
…

…
こ
の
た
び
は
…
…
悪
魔
と
か
悪
鬼
と
か
、
一
般
的
な
原
罪
と
か
他
人
の
罪
責
と
か
を
あ
げ
つ
ら
う
の
で
な
く
、
単
純
明
快
に
付
加
も
限
定
も

な
し
に
、『
わ
れ
わ
れ
ド
イ
ツ
人
は
ま
ち
が
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
今
日
の
混
沌
状
態
が
生
じ
た
の
で
す
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
ド
イ
ツ
の
キ

リ
ス
ト
者
は
、
ま
さ
に
こ
の
ド
イ
ツ
人
で
も
あ
る
の
で
す
！
』
と
確
認
す
る
こ
と
で
す
。
今
日
、
外
国
の
キ
リ
ス
ト
教
会
が
喜
ん
で
真
剣
に
強

力
に
〔
ド
イ
ツ
の
教
会
の
再
建
に
〕
協
力
し
助
力
す
る
た
め
に
は
、
解
毒
と
消
毒
と
が
必
要
で
す
…
…
（
12
）

」。

こ
う
し
た
バ
ル
ト
の
勧
め
に
対
し
て
ニ
ー
メ
ラ
ー
は
一
九
四
五
年
一
〇
月
五
日
付
け
の
返
事
の
中
で
完
全
な
同
意
を
表
明
し
た
。

「
私
が
こ
の
本
質
的
な
事
柄
を
自
分
自
身
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
う
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
な
た
は
、
そ
も
そ
も

ト
ラ
イ
ザ
に
お
け
る
私
の
発
言
以
来
、
も
う
疑
わ
れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
…
…
や
は
り
私
は
、
わ
れ
わ
れ
が
あ
な
た
の
示
唆
す
る
意
味

で
も
教
会
指
導
部
そ
れ
自
身
の
明
確
な
声
明
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
を
、
願
っ
て
い
ま
す
（
13
）」。

ニ
ー
メ
ラ
ー
あ
て
の
手
紙
の
基
本
線
に
従
っ
て
バ
ル
ト
は
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
四
日
に
ス
イ
ス
の
ヴ
ィ
プ
キ
ン
ゲ
ン
で
「
第
三
帝
国
崩
壊
後
の

ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
彼
は
次
の
よ
う
に
力
説
し
て
い
る
。

「
ド
イ
ツ
自
身
に
と
っ
て
、
つ
い
で
全
世
界
に
と
っ
て
、
そ
し
て
再
び
ま
た
ま
さ
に
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
か
く
も
不
幸
な
も
の
と
な
っ
た
ヒ
ト

ラ
ー
帝
国
の
存
在
、
そ
の
勝
利
、
そ
の
暴
虐
行
為
に
対
し
て
ド
イ
ツ
の
責
任

、
、
、
、
、
、

（d
eu

tsch
e

V
eran

tw
ortlich

keit

）
と
い
う
問
題
が
ま
ず
重
要

で
あ
る
。
こ
の
責
任
は
ド
イ
ツ
人
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
承
認
さ
れ
な
い

一
一



シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
へ
の
道
　
―
―
ド
イ
ツ
教
会
闘
争
の
終
幕
―
―

一
二

で
あ
ろ
う
か
。
破
局
は
す
で
に
や
っ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
原
因
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
る
と
い
う
ド
イ
ツ
側
か
ら
の
明
白
な
確
認
は
、
ま
だ

な
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
他
者
は
、
ド
イ
ツ
の
福
音
主
義
教
会
に
と
っ
て
や
す
ら
ぎ
も
さ
わ
や
か
な
良
心
も
未
来
へ
の
勇
気
も
存
在
し
え

ず
、
存
在
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
、
ド
イ
ツ
側
で
次
の
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
か
つ
発
言
さ
れ
な
い
限

り
、
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
と
外
国
の
教
会
と
の
間
に
公
明
正
大
な
信
頼
関
係
、
助
け
合
い
の
信
頼
関
係
は
成
立
し
え
な
い
、
と
確
信
す
る
。

す
な
わ
ち
、『
ド
イ
ツ
国
民
は
一
九
三
三
年
に
政
治
的
に
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
の
手
中
に
陥
っ
た
時
、
誤
っ
た
道
（Irrw

eg

）
を
歩
み
ま
し

た
。
そ
れ
以
降
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ド
イ
ツ
自
身
に
到
来
し
た
窮
状
は
、
こ
の
あ
や
ま
ち
（Irrtu

m

）
の
結
果
で
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
福
音
主
義

教
会
は
、
ま
ち
が
っ
た
発
言
と
ま
ち
が
っ
た
沈
黙
に
よ
っ
て
、
こ
の
あ
や
ま
ち
に
共
同
の
責
任
を
負
う
（m

itveran
tw

ortlich

）
こ
と
に
な
り

ま
し
た
』。
…
…
こ
の
こ
と
が
生
じ
る
か
ど
う
か
、
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
が
近
い
将
来
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
発
見
し
、
発
言
す
る
か
ど
う

か
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
の
未
来
を
決
定
す
る
唯
一
の
問
題
で
あ
る
…
…
（
14
）」（

傍
点
は
バ
ル
ト
）。

こ
う
し
た
勧
告
を
通
じ
て
バ
ル
ト
は
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
の
成
立
に
対
し
て
影
響
を
与
え
、
ま
さ
に
ド
イ
ツ
の
良
き
友
人
と
し
て
奉

仕
す
る
と
い
う
役
割
を
演
じ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
（
15
）。

３
　
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
内
部
の
先
駆
け

こ
う
し
て
見
る
と
、
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
が
一
九
四
五
年
一
〇
月
に
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
を
発
表
し
て
、
公
式
に
罪
責

を
告
白
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
一
つ
に
は
世
界
教
会
協
議
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）
や
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
の
働
き
か
け
と
い
う
外
部
か
ら
の
要
因
が
あ
っ
た
か
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ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
外
的
要
因
だ
け
を
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
の
唯
一
の
成
立
要
因
と
見
な
す
こ
と
は
、
適
切
で
は
な
か
ろ
う
。

む
し
ろ
、
ド
イ
ツ
の
教
会
自
身
が
す
で
に
ナ
チ
ス
の
支
配
下
に
あ
っ
た
教
会
闘
争
の
中
で
自
己
の
罪
責
を
さ
ま
ざ
ま
の
形
で
自
覚
し
、
表
明
し
は
じ

め
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
や
が
て
戦
争
が
終
わ
っ
た
時
、
比
較
的
早
い
時
期
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
組
織
と
し
て
の
罪
責
宣
言
を
行
う
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
、
い
わ
ば
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
成
立
の
内
面
的
要
因
、
な
い
し
先
駆
け
と
思
わ
れ
る
も
の

を
、
以
下
で
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
１
）

テ
オ
フ
ィ
ー
ル
・
ヴ
ル
ム
監
督
の
罪
責
告
白

た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
敗
戦
の
す
で
に
二
年
前
、
一
九
四
三
年
八
月
九
日
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
領
邦
（
州
）
教
会
の
テ
フ
ィ
ー
ル
・
ヴ
ル
ム
監
督

は
、
ユ
ダ
ヤ
人
殺
害
の
問
題
を
き
っ
か
け
と
し
て
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
地
区
の
牧
師
た
ち
に
回
状
を
送
り
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
民
族

と
キ
リ
ス
ト
者
と
の
罪
責
を
告
白
し
て
い
た
。

「
わ
れ
わ
れ
ド
イ
ツ
民
族
は
心
の
中
に
深
い
傷
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
ド
イ
ツ
民
族
は
戦
前
、
戦
中
に
異
人
種
、
異
民
族
の
人
び
と
に
対
し

て
行
わ
れ
た
戦
い
の
方
法
を
通
し
て
、
自
ら
に
大
き
な
罪
責
を
負
い
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
個
人
的
に
は
何
ら
の
罪
も
犯
し
て
い
な
く
て
も
、

同
胞
の
罪
と
不
正
と
を
悔
い
改
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
思
う
時
、
わ
れ
わ
れ
は
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
す
。
た
と
え
わ
れ
わ
れ

が
同
意
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
語
ら
ね
ば
な
ら
ず
語
る
べ
き
で
あ
っ
た
時
に
、
し
ば
し
ば
沈
黙
し
て
い
ま
し
た
。
今
日
、

多
く
の
人
が
、
と
く
に
わ
が
民
族
の
中
の
キ
リ
ス
ト
者
が
そ
の
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
彼
ら
の
思
い
を
な
だ
め
る
の
で
は
な
く
、

こ
う
申
し
ま
し
ょ
う
。
諸
君
の
思
い
は
正
し
い
、
諸
君
と
共
に
こ
の
罪
責
の
下
に
頭

こ
う
べ

を
垂
れ
よ
う
、
と
。
…
…
神
の
御
手
は
わ
れ
ら
の
上
に
重

一
三



シ
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一
四

く
置
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
警
告
と
慰
め
と
し
て
言
う
べ
き
こ
と
は
一
つ
だ
け
で
す
。『
神
が
汝
ら
を
神
の
時
に
高
く
上
げ
て
下

さ
る
よ
う
に
、
汝
ら
、
神
の
強
き
御
手
の
下
に
へ
り
下
れ
』
と
（
16
）

」。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
ヴ
ル
ム
監
督
の
罪
責
告
白
は
、
そ
の
二
年
後
に
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
の
理
事
会
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル

ト
罪
責
宣
言
に
至
る
大
き
な
流
れ
の
中
の
一
つ
の
源
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
奇
し
く
も
敗
戦
直
後
に
形
成
さ
れ
た
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
の
理
事

会
議
長
と
し
て
選
出
さ
れ
た
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
ヴ
ル
ム
で
あ
っ
た
。

（
２
）

古
プ
ロ
イ
セ
ン
合
同
告
白
教
会
の
罪
責
告
白

古
プ
ロ
イ
セ
ン
合
同
告
白
教
会
は
、
ナ
チ
ス
治
下
の
教
会
闘
争
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
告
白
教
会
を
構
成
す
る
最
大
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ

た
。
こ
の
古
プ
ロ
イ
セ
ン
合
同
告
白
教
会
は
一
九
四
三
年
一
〇
月
一
六
、
一
七
日
に
ブ
レ
ス
ラ
ウ
で
最
後
の
総
会
を
開
催
し
、
前
述
の
ヴ
ル
ム
監
督

の
回
状
に
示
さ
れ
た
、
他
人
種
・
他
民
族
に
対
す
る
罪
責
の
告
白
に
心
か
ら
の
「
同
意
」
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
（
17
）。

そ
し
て
こ
の
総
会
自
身
が
「
悔

い
改
め
の
聖
日
の
た
め
に
十
戒
に
関
し
て
各
個
教
会
に
送
る
言
葉
」
を
採
択
し
、
そ
の
中
で
は
、
こ
の
戦
争
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
者
が
神
の
戒
め
を

守
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
共
に
責
任
を
負
う
、
と
率
直
に
語
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
生
命
が
と
る
に
足
ら
ぬ
も
の
と
さ
れ
、
神
の
似
姿
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
人
間
が
有
用
さ
の
み
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る

と
き
、
わ
れ
わ
れ
と
わ
が
民
族
に
呪
い
あ
れ
。
人
間
が
生
き
る
に
値
し
な
い
も
の
と
さ
れ
、
あ
る
い
は
異
な
る
人
種
に
属
す
る
が
ゆ
え
に
、
人

間
を
殺
す
こ
と
が
正
し
い
と
み
な
さ
れ
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
と
わ
が
民
族
と
に
呪
い
あ
れ
。
憎
し
み
と
無
慈
悲
と
が
広
ま
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ

と
わ
が
民
族
と
に
呪
い
あ
れ
。
な
ぜ
な
ら
神
は
『
汝
、
殺
ス
ナ
カ
レ
』
と
語
り
給
う
か
ら
。
…
…
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悔
い
改
め
て
告
白
し
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
キ
リ
ス
ト
者
は
、
聖
な
る
十
戒
を
軽
蔑
し
、
倒
錯
さ
せ
た
こ
と
に
共
同
の
責
任
を
負
う
。
わ
れ
わ

れ
は
し
ば
し
ば
沈
黙
し
た
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
余
り
に
臆
病
に
な
り
、
神
の
十
戒
が
無
条
件
に
有
効
で
あ
る
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
同
意
せ
ず
、
あ

る
い
は
全
く
同
意
し
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
神
の
脅
威
を
深
刻
に
受
け
留
め
な
か
っ
た
。
…
…

そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
の
共
同
の
罪
責
に
対
し
て
神
の
赦
し
を
乞
い
願
お
う
。
そ
し
て
神
の
聖
な
る
十
戒
を
喜
ん
で
聞

き
、
そ
れ
に
従
い
、
そ
れ
を
わ
が
青
年
た
ち
に
喜
ん
で
教
え
、
そ
れ
を
公
然
と
証
言
し
よ
う
（
18
）

」。

こ
の
よ
う
に
し
て
ド
イ
ツ
の
教
会
内
部
で
は
ナ
チ
ス
統
治
下
の
戦
争
中
に
す
で
に
一
種
の
罪
責
告
白
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
戦
後
の
シ
ュ
ト

ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
へ
の
道
備
え
、
あ
る
い
は
先
駆
け
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
キ
リ
ス
ト
教
会
自
身
に
よ
る
内
面

的
準
備
な
く
し
て
は
、
単
に
外
側
か
ら
の
圧
力
だ
け
で
は
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
は
成
立
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
３
）

デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
の
罪
責
告
白

最
後
に
、
こ
の
古
プ
ロ
イ
セ
ン
合
同
告
白
教
会
や
ヴ
ル
ム
監
督
の
罪
責
告
白
の
三
年
前
に
一
人
の
キ
リ
ス
ト
者
に
よ
っ
て
ま
こ
と
に
痛
切
な
罪
責

告
白
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
付
け
加
え
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
一
九
四
〇
年
九
月
に
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
が
『
倫
理
』（E

th
ik

）

の
中
で
し
た
た
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
と
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
軍
が
破
竹
の
勢
い
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
オ
ラ
ン

ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
を
征
服
し
た
年
で
あ
っ
た
。「
ヒ
ト
ラ
ー
が
そ
の
最
も
輝
か
し
い
勝
利
を
得
て
い
た
そ
の
時
に
、『
教
会
の
罪
』
の
告
白

と
い
う
一
節
が
書
き
記
さ
れ
た
（
19
）

」（
エ
バ
ー
ハ
ル
ト
・
ベ
ー
ト
ゲ
）
の
で
あ
る
。

「
個
々
の
過
誤
で
は
な
く
て
キ
リ
ス
ト
の
形
が
、
罪
の
告
白
を
起
こ
さ
せ
る
根
源
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
、
無
条
件
的
な
、
ま
た
完
全

一
五
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な
告
白
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
キ
リ
ス
ト
が
わ
れ
わ
れ
の
罪
を
無
条
件
に
、
ま
た
完
全
に
御
自
身
の
身
に
負
い
給
い
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
罪
に

お
い
て
御
自
身
を
罪
あ
る
者
と
な
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
に
罪
か
ら
の
自
由
を
与
え
給
う
と
い
う
方
法
を
と
る
以
上
に
、
キ
リ
ス

ト
が
さ
ら
に
強
く
わ
れ
わ
れ
を
罪
の
告
白
へ
と
導
き
給
う
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
の
恵
み
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
、
他
人
の
罪
を
気
に
す
る
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
の
前
に
ひ
ざ
を
か
が
め
て
、『
ワ
ガ
罪
、
ワ
ガ
最
大
ノ
罪
』（m

e
a

cu
lp

a,m
ea

m
axim

a
cu

lp
a

）
と
告
白
せ
し
め
ら
れ
る
。

こ
の
告
白
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
界
全
体
の
罪
が
教
会
の
上
に
、
キ
リ
ス
ト
者
の
上
に
落
ち
る
。
そ
し
て
教
会
が
こ
こ
で
こ
の
罪
を
否
認
せ
ず
、

告
白
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
罪
の
赦
し
の
可
能
性
が
開
か
れ
る
。
…
…

…
…
私
は
無
秩
序
な
貪
欲
と
い
う
罪
に
対
し
て
負
い
目
が
あ
る
。
私
は
、
語
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
に
、
臆
病
に
も
沈
黙
す
る
と
い
う
罪

を
犯
し
た
。
私
は
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
不
真
実
と
い
う
罪
を
犯
し
た
。
私
は
偽
善
と
い
う
罪
、
暴
力
に
対
す
る
不
真
実
と
い
う
罪
を
犯
し
た
。

私
は
最
も
貧
し
い
兄
弟
に
対
す
る
無
慈
悲
と
軽
蔑
と
い
う
罪
を
犯
し
た
。
私
は
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
不
真
実
と
背
反
と
い
う
罪
を
犯
し
た
。
他

人
も
ま
た
罪
を
犯
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
何
の
関
わ
り
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
私
の
罪
は
、
赦
す
こ

と
の
で
き
な
い
負
い
目
と
し
て
私
の
前
に
あ
る
。
…
…

教
会
は
告
白
す
る
。
―
―
教
会
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
す
べ
て
の
時
代
に
啓
示
さ
れ
、
彼
と
並
ん
で
い
か
な
る
ほ
か
の
神
を
も

忍
び
給
わ
な
い
唯
一
の
神
に
つ
い
て
の
使
信
を
、
十
分
公
然
と
明
確
に
宣
べ
伝
え
る
こ
と
を
、
し
な
か
っ
た
。
教
会
は
、
そ
の
臆
病
・
逃
避
・

危
険
な
妥
協
と
い
う
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
告
白
す
る
。
教
会
は
見
張
り
と
し
て
の
役
目
と
慰
め
る
役
目
と
を
し
ば
し
ば
否
定
し
た
。
教
会
は
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
迫
害
さ
れ
軽
蔑
さ
れ
た
人
た
ち
に
負
い
目
を
感
じ
て
あ
わ
れ
み
の
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と
を
、
し
ば
し
ば
拒
絶
し
た
。
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教
会
は
、
罪
な
き
人
た
ち
の
血
が
天
に
泣
き
叫
ん
で
い
る
の
を
見
て
、
叫
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
に
、
沈
黙
し
て
い
た
。
教
会
は
正
し
い
言

葉
を
正
し
い
方
法
で
正
し
い
時
に
見
出
す
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
教
会
は
、
信
仰
の
背
反
に
対
し
て
血
を
流
す
ま
で
抵
抗
せ
ず
、
大
衆
の
無
神

性
に
対
す
る
共
犯
の
罪
に
落
ち
た
。
…
…

教
会
は
告
白
す
る
。
―
―
教
会
は
、
獣
的
暴
力
の
気
ま
ま
な
行
使
、
無
数
の
罪
な
き
者
た
ち
の
肉
体
的
・
精
神
的
な
苦
し
み
、
抑
圧
、
憎
悪
、

殺
人
を
見
な
が
ら
、
し
か
も
彼
ら
の
た
め
に
声
を
あ
げ
ず
、
急
い
で
彼
ら
を
助
け
に
行
く
道
を
見
出
そ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
教
会
は
、
最
も

弱
い
、
よ
る
べ
な
き
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
兄
弟
た
ち
の
生
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
責
任
が
あ
る
。
…
…

教
会
は
告
白
す
る
。
―
―
教
会
は
、
貧
し
き
者
た
ち
が
収
奪
さ
れ
搾
取
さ
れ
、
強
い
者
た
ち
が
富
み
か
つ
腐
敗
し
て
行
く
こ
と
に
対
し
て
、

沈
黙
し
、
傍
観
し
て
い
た
。
…
…

教
会
は
告
白
す
る
。
―
―
教
会
は
十
戒
を
す
べ
て
破
る
と
い
う
罪
を
犯
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
か
ら
背
反
し
た
。
…
…
教
会
は
、

自
ら
沈
黙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
責
任
あ
る
行
為
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
、
真
理
を
擁
護
し
、
正
し
い
と
知
っ
た
こ
と
の
た
め
に
喜
ん
で
苦
し
み
を

担
う
勇
気
を
棄
て
る
と
い
う
罪
を
犯
し
た
。
教
会
は
政
治
的
権
威
の
キ
リ
ス
ト
か
ら
の
背
反
に
対
し
て
責
任
が
あ
る
。

以
上
述
べ
た
こ
と
は
言
い
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
全
く
正
し
い
人
が
立
っ
て
、『
罪
を
犯
し
た
の
は
教
会
で
は
な
く
て
、
ほ
か
の
者
た

ち
だ
』
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
教
会
人
の
中
に
は
、
以
上
に
述
べ
ら
れ
た
す
べ
て
の
こ
と
を
、
甚
だ
し

い
侮
辱
で
あ
る
と
僭
称
し
て
、
罪
の
分
量
を
あ
れ
こ
れ
の
仕
方
で
量
り
、
ま
た
ふ
り
分
け
よ
う
と
す
る
人
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も

教
会
は
、
す
べ
て
の
点
か
ら
見
て
、
阻
止
さ
れ
、
拘
束
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
世
の
す
べ
て
の
力
が
教
会
に
反
対
し
て
い
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
も
そ
も
教
会
は
、
反
キ
リ
ス
ト
的
な
力
と
の
戦
い
を
受
け
て
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
会
に
と
っ
て
の
最
後
の
も
の
、

一
七



シ
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一
八

す
な
わ
ち
そ
の
神
礼
拝
、
そ
の
交
わ
り
の
生
活
を
危
う
く
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
―
―
不
信
仰
者
は
そ
の
よ
う
に
言
う
。
彼
ら
は
、

罪
の
告
白
に
お
い
て
、
こ
の
世
の
罪
を
担
い
給
う
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
形
を
再
び
獲
得
す
る
こ
と
を
認
め
ず
、
た
だ
危
険
な
道
徳
的
退
落

し
か
認
め
な
い
人
た
ち
で
あ
る
。
実
に
自
由
な
罪
の
告
白
は
、
人
が
し
た
り
し
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

教
会
の
中
に
イ
エ
ス
･
キ
リ
ス
ト
が
突
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。
教
会
は
、
こ
の
変
化
が
自
分
自
身
の
中
に
起
こ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
教
会
は
キ
リ
ス
ト
の
教
会
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
。
教
会
の
罪
の
告
白
を
蔽
い
隠
し
た
り
、
駄
目
に
し
た
り
す
る
も
の

は
、
キ
リ
ス
ト
に
対
し
て
罪
を
犯
し
、
希
望
な
き
状
態
に
陥
る
の
で
あ
る
。

そ
の
罪
の
告
白
に
よ
っ
て
、
教
会
は
、
人
間
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
自
身
の
罪
を
告
白
す
る
こ
と
を
免
れ
し
め
る
の
で
は
な
く
、
人
間
を
罪
の
告

白
の
交
わ
り
の
中
へ
と
招
き
入
れ
る
。
た
だ
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
裁
か
れ
た
人
間
と
し
て
の
み
、
罪
に
落
ち
た
人
類
は
キ
リ
ス
ト
の
前
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
裁
き
の
下
へ
と
、
教
会
は
、
そ
の
使
信
を
聞
く
す
べ
て
の
人
た
ち
を
招
く
の
で
あ
る
（
20
）

」。

以
上
の
よ
う
な
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
の
罪
責
告
白
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
徹
底
さ
、
痛
烈
さ
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
彼
の
基
本

姿
勢
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
固
着
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
は
、
徹
底
的
な
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
へ
の
集
中
（
キ
リ
ス
ト

論
的
集
中
）
に
よ
っ
て
こ
そ
、
自
己
の
罪
責
、
教
会
の
罪
責
、
民
族
の
罪
責
を
徹
底
的
、
具
体
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
の
地
上
の
生
命
は
、
彼
が
期
待
し
た
敗
戦
の
日
を
待
た
ず
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
暗
殺
計
画
へ
の
加
担
の
か
ど
で
、
一
九
四
五

年
四
月
九
日
、
フ
ロ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ル
ク
強
制
収
容
所
で
の
処
刑
に
よ
っ
て
断
た
れ
て
し
ま
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
外
部
的
要
因
、
内
面
的
要
因
が
重
な
り
あ
い
、
幾
本
か
の
源
流
が
合
流
し
た
結
果
、
つ
い
に
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
八
、
一
九
日
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に
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

二
　
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
の
成
立

１
　
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
理
事
会
の
開
催

一
九
四
五
年
一
〇
月
一
八
、
一
九
日
、
戦
後
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
を
再
建
す
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
の
理
事
会
が
第
一

回
目
の
会
議
を
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
開
催
し
た
。
終
戦
直
後
の
交
通
困
難
の
中
で
、
ド
イ
ツ
各
地
か
ら
焼
け
野
原
と
な
っ
た
南
独
の
都
市
に
参

集
し
た
理
事
会
メ
ン
バ
ー
一
一
名
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
テ
オ
フ
ィ
ー
ル
・
ヴ
ル
ム
（
議
長
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
教
会
監
督
）、
マ
ル
テ

ィ
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
ー
（
副
議
長
、
牧
師
）、
ハ
ン
ス
・
マ
イ
ザ
ー
（
バ
イ
エ
ル
ン
州
教
会
監
督
）、
オ
ッ
ト
ー
・
デ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
（
理
事
、
総
教
区
長
）、

ハ
ン
ス
・
リ
ル
エ
（
同
、
宗
務
庁
局
長
）、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヘ
ル
ト
（
同
、
教
区
長
）、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ニ
ー
ゼ
ル
（
同
、
牧
師
）、
ハ
ン
ス
・
ア

ス
ム
ッ
セ
ン
（
同
、
牧
師
）、
フ
ー
ゴ
・
ハ
ー
ン
（
同
、
教
区
長
）、
ル
ー
ド
ル
フ
・
ス
メ
ン
ト
（
同
、
法
学
教
授
）、
グ
ス
タ
フ
・
ハ
イ
ネ
マ
ン

（
同
、
弁
護
士
）。

そ
の
前
日
の
一
〇
月
一
七
日
、
世
界
教
会
協
議
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）
の
八
名
の
代
表
団
が
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
到
着
し
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

ヴ
ィ
レ
ム
・
Ａ
・
ヴ
ィ
サ
ー
ト
ー
フ
ト
（
Ｗ
Ｃ
Ｃ
総
幹
事
）

一
九
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二
〇

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
マ
ク
レ
ア
・
キ
ャ
ヴ
ァ
ー
ト
（
北
米
キ
リ
ス
ト
教
会
総
幹
事
）

シ
ル
ヴ
ェ
ス
タ
ー
・
ク
ラ
ー
レ
ン
ス
・
マ
イ
ケ
ル
フ
ェ
ル
ダ
ー
（
米
国
ル
ー
テ
ル
教
会
理
事
会
議
長
）

ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ケ
ク
リ
ン
（
ス
イ
ス
福
音
主
義
教
会
同
盟
議
長
）

ピ
エ
ー
ル
・
モ
ー
リ
（
フ
ラ
ン
ス
改
革
派
教
会
代
表
、
牧
師
）

マ
ル
セ
ル
・
ス
テ
ュ
ー
ル
（
駐
独
フ
ラ
ン
ス
軍
改
革
派
従
軍
監
督
牧
師
）

ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ク
レ
ー
マ
ー
（
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
使
節
、
大
学
教
授
）

ジ
ョ
ー
ジ
・
ベ
ル
（
英
国
教
会
チ
チ
ェ
ス
タ
ー
の
主
教
）

た
だ
し
ジ
ョ
ー
ジ
・
ベ
ル
だ
け
は
一
八
日
午
後
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
飛
行
機
で
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
到
着
し
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
ラ
イ
ダ

ル
・
ハ
ウ
ゲ
が
参
加
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
北
欧
の
教
会
代
表
者
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
（
22
）

。

終
戦
直
後
の
交
通
困
難
な
状
況
の
中
で
世
界
教
会
協
議
会
の
代
表
団
が
あ
え
て
ド
イ
ツ
の
教
会
を
訪
問
し
た
目
的
は
、
二
つ
あ
っ
た
。
ス
イ
ス
福

音
主
義
教
会
同
盟
代
表
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ケ
ク
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
の
目
的
と
は
、
ま
ず
第
一
に
、
世
界
教
会
と
ド
イ
ツ
の
教
会
と
の
「
交
わ
り

を
妨
げ
て
い
る
障
害
物
を
取
り
除
く
」
た
め
に
「
ド
イ
ツ
の
教
会
か
ら
宣
言
を
受
け
取
る
こ
と
」
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
「
た
だ

ち
に
世
界
教
会
と
ド
イ
ツ
の
教
会
と
の
間
に
信
頼
に
満
ち
た
結
び
つ
き
を
回
復
す
る
こ
と
（
23
）

」
で
あ
っ
た
。

世
界
教
会
協
議
会
の
代
表
団
が
大
挙
し
て
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
を
訪
問
し
た
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
側
の
人
び
と
、
と
く
に
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会

の
理
事
会
議
長
テ
オ
フ
ィ
ー
ル
・
ヴ
ル
ム
に
と
っ
て
全
く
の
不
意
打
ち
で
あ
っ
た
。
終
戦
直
後
の
劣
悪
な
郵
便
事
情
の
た
め
に
ヴ
ル
ム
は
前
も
っ
て

世
界
教
会
協
議
会
の
代
表
団
の
ド
イ
ツ
訪
問
を
聞
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
予
想
し
え
た
の
は
、
せ
い
ぜ
い
英
国
教
会
の
ジ
ョ
ー
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ジ
・
ベ
ル
（
チ
チ
ェ
ス
タ
ー
の
主
教
）
の
来
訪
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ヴ
ル
ム
や
他
の
理
事
た
ち
は
、
世
界
教
会
協
議
会
代
表
団
の
来
訪
を
受
け
て
、

た
だ
ち
に
快
く
会
議
の
日
程
を
変
更
し
、
世
界
教
会
協
議
会
と
の
協
議
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

一
〇
月
一
八
日
午
後
、
ド
イ
ツ
の
教
会
代
表
者
た
ち
と
世
界
教
会
の
代
表
者
た
ち
と
は
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
駐
留
す
る
米
軍
司
令
官
ド
ー
ソ

ン
が
主
催
し
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
招
か
れ
た
（
24
）。

こ
こ
で
の
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
が
両
側
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
の
に
大
い
に
役
立
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後

で
世
界
教
会
側
の
ヴ
ィ
サ
ー
ト
ー
フ
ト
と
ド
イ
ツ
側
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
ー
お
よ
び
ハ
ン
ス
・
ア
ス
ム
ッ
セ
ン
の
三
者
に
よ
っ
て
打
ち
合
わ

せ
会
が
持
た
れ
た
。
そ
の
中
で
、
そ
れ
以
降
の
会
合
の
進
め
方
が
話
し
合
わ
れ
、
ま
た
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
に
よ
っ
て
罪
責
宣
言
が
作
成
さ
れ
、

発
表
さ
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
合
意
が
達
成
さ
れ
た
（
25
）。

２
　
罪
責
宣
言
作
成
の
前
夜

一
〇
月
一
八
日
の
こ
の
打
ち
合
わ
せ
会
の
後
、
ド
イ
ツ
側
の
全
員
と
世
界
教
会
側
の
全
員
と
が
合
流
し
て
、
互
い
に
歓
迎
の
言
葉
、
あ
い
さ
つ
、

ス
ピ
ー
チ
が
交
換
さ
れ
た
。
ま
ず
ド
イ
ツ
側
を
代
表
し
て
ヴ
ル
ム
議
長
が
次
の
よ
う
に
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。「
ド
イ
ツ
の
教
会
も
ま
た
、
こ
う

し
た
オ
ー
プ
ン
な
語
ら
い
の
時
を
熱
望
し
て
お
り
ま
し
た
。
…
…
ど
う
か
私
た
ち
を
助
け
て
下
さ
い
（
26
）

」。
こ
れ
に
対
し
て
世
界
教
会
協
議
会
の
総
幹

事
ヴ
ィ
サ
ー
ト
ー
フ
ト
が
立
っ
て
、
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
の
名
を
挙
げ
つ
つ
、
ド
イ
ツ
の
告
白
教
会
の
戦
い
が
全
世
界
に
と
っ
て
無
限
に
大
き
な
意
味

を
も
っ
た
し
、
今
後
も
そ
う
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
、
と
の
賛
辞
を
呈
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
結
ん
だ
。

「
今
、
ヴ
ル
ム
監
督
は
『
私
た
ち
を
助
け
て
下
さ
い
』
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
も
そ
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

二
一



シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
へ
の
道
　
―
―
ド
イ
ツ
教
会
闘
争
の
終
幕
―
―

二
二

の
お
言
葉
に
対
し
て
私
た
ち
は
次
の
よ
う
に
お
答
え
致
し
ま
し
ょ
う
、『
私
た
ち
が
あ
な
た
が
た
を
お
助
け
で
き
る
よ
う
に
、
あ
な
た
が
た
が

私
た
ち
を
助
け
て
下
さ
い
』
と
。
こ
れ
が
私
た
ち
の
対
話
の
意
味
で
あ
り
ま
す
（
27
）

」。

こ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
側
の
一
人
、
ハ
ン
ス
・
ア
ス
ム
ッ
セ
ン
が
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

「
…
…
神
を
直
視
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
私
は
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
教
会
の
兄
弟
た
ち
に
一
つ
の
こ
と

、
、
、
、
、

（e
in

e
s

）
を
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。『
愛
す
る
兄
弟
た
ち
よ
、
私
は
あ
な
た
が
た
に
対
し
て
わ
が
国
民
の
一
人
と
し
て
罪
を
犯
し
ま
し
た

（gesü
n

d
igt

）。
な
ぜ
な
ら
私
は
よ
り
よ
く
信
じ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
よ
り
純
粋
に
祈
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
よ
り
清
ら
か
に
神
に

献
身
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
も
し
そ
う
し
て
お
れ
ば
、
実
際
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
阻
止
し
え
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
以
上
の
こ
と
を
私
は
皆
様
に
申
し
あ
げ
た
い
し
、
申
し
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
』。

わ
が
民
族
を
愛
す
れ
ば
こ
そ
、
私
は
、『
わ
が
民
族
の
罪
責
（S

ch
u

ld
en

）
と
さ
れ
る
す
べ
て
の
こ
と
は
私
と
何
の
関
係
も
あ
り
ま
せ
ん
』

と
は
言
え
な
い
の
で
す
。
否
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
私
の
血
肉
が
行
っ
た
の
で
す
。
私
は
、
わ
が
民
族
が
し
た
こ
と
の
そ
ば
に
立
ち
ま
す
。
そ
う

し
て
今
、
皆
様
に
お
願
い
致
し
ま
す
、『
私
を
ゆ
る
し
て
下
さ
い
（V

erzeih
t

m
ir!

）』
と
。

も
う
一
つ
の
こ
と
を
付
け
加
え
さ
せ
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。
今
、
私
が
申
し
あ
げ
た
こ
と
は
、
人
間
的
に
は
大
変
危
険
な
こ
と
だ
、
と
承

知
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
濫
用
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
こ
う
し
た
こ
と
は
、
す
べ
て
脇
の
方
に
押
し
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
信
じ
ま
す
。
…
…

私
は
、
皆
様
方
の
前
で
こ
の
一
つ
の
こ
と

、
、
、
、
、

（D
as

E
in

e

）
を
申
し
あ
げ
る
伝
務
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
を
私
は
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
皆
様
に
も
う
一
度
お
願
い
致
し
ま
す
、『
私
を
お
ゆ
る
し
下
さ
い
（V

ergibt
m

ir

）。
私
は
皆
様
に
罪
を
犯
し
ま
し
た
（
28
）

』」。
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つ
い
で
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
ー
が
同
様
の
趣
旨
で
次
の
よ
う
に
付
け
加
え
た
。「
世
界
教
会
の
愛
す
る
兄
弟
た
ち
よ
、
私
た
ち
は
わ
が
国
民

と
共
に
ま
ち
が
っ
た
道
（ein

en
verkeh

rten
W

eg

）
を
歩
み
ま
し
た
。
そ
の
道
が
私
た
ち
を
全
世
界
の
運
命
に
対
す
る
共
同
の
罪
責
の
中
に
引
き

こ
み
ま
し
た
（m

itgesch
u

ld
igt

）。
神
が
こ
の
私
た
ち
の
罪
責
（S

ch
u

ld

）
を
赦
し
て
下
さ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
神
が
そ
の
よ
う
に
私
た
ち
を
赦

し
て
下
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
罪
責
を
新
た
な
力
の
源
泉
と
し
て
下
さ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
祈
念
致
し
ま
す
（
29
）

」。

こ
う
し
て
ド
イ
ツ
の
教
会
の
代
表
者
た
ち
は
、
こ
こ
に
出
席
し
た
理
事
メ
ン
バ
ー
の
一
人
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ニ
ー
ゼ
ル
が
強
調
し
た
よ
う
に
、

「
私
た
ち
に
と
っ
て
の
中
心
問
題
が
、
簡
単
に
提
出
で
き
る
一
般
的
な
罪
責
告
白
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
具
体
的
な
罪
責
の
告
白
（B

e
k

e
n

n
tin

s

u
n

serer
kon

kreten
S

ch
u

ld

）
で
あ
る
（
30
）

」
こ
と
を
、
世
界
教
会
の
代
表
者
た
ち
に
向
か
っ
て
は
っ
き
り
と
予
告
し
た
の
で
あ
る
。

ア
ス
ム
ッ
セ
ン
と
ニ
ー
メ
ラ
ー
に
よ
る
謝
罪
発
言
を
受
け
て
、
つ
い
で
世
界
教
会
協
議
会
の
側
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
使
節
ヘ
ン
ド
リ
ッ

ク
・
ク
レ
ー
マ
ー
が
立
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
も
ま
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
た
。

「
ア
ス
ム
ッ
セ
ン
と
ニ
ー
メ
ラ
ー
、
こ
の
両
兄
弟
が
私
た
ち
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
を
お
聞
き
し
て
、
私
た
ち
の
心
は
深
く
揺
す
ぶ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
お
言
葉
を
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
の
良
心
の
声
と
し
て
も
ち
帰
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
の
教
会
に
対
す
る

一
つ
の
呼
び
か
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。
…
…

ド
イ
ツ
の
問
題
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
問
題
で
あ
り
、
全
教
会
の
問
題
で
す
。
…
…
す
な
わ
ち
皆
様
方
の
声
は
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
の
良
心
の

声
で
も
あ
り
ま
す
（
31
）

」。

最
後
に
ス
イ
ス
福
音
主
義
教
会
同
盟
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ケ
ク
リ
ン
が
次
の
よ
う
に
発
言
し
た
。
永
世
中
立
国
ス
イ
ス
は
戦
争
で
直
接
の
被
害
を

受
け
な
か
っ
た
だ
け
に
、
自
分
た
ち
が
戦
争
当
事
国
の
共
通
の
罪
責
に
対
す
る
傍
観
者
の
立
場
に
安
住
す
る
危
険
に
陥
り
や
す
い
。
し
か
し
、
む
し

二
三



シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
へ
の
道
　
―
―
ド
イ
ツ
教
会
闘
争
の
終
幕
―
―

二
四

ろ
「
神
が
私
た
ち
の
自
己
正
当
化
の
罪
（S

ü
n

d
e

）
と
罪
責
（S

ch
u

ld

）
と
か
ら
わ
が
民
族
と
わ
が
教
会
と
を
守
っ
て
下
さ
る
よ
う
に
」
願
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
ケ
ク
リ
ン
は
、
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
の
名
を
挙
げ
て
、
バ
ル
ト
が
第
三
帝
国
に
対
す
る
最
も
強
靱
な
反
対
者
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ド
イ
ツ
人
に
対
す
る
ス
イ
ス
人
の
憎
し
み
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
（
32
）。

そ
し
て
ド
イ
ツ
の
教
会
の
罪
責
告
白
に
つ
い
て
ケ
ク

リ
ン
は
次
の
よ
う
に
付
言
し
た
。

「
し
か
し
、
そ
の
場
合
の
中
心
的
な
こ
と
が
、
個
人
的
な
声
明
な
の
か
、
そ
れ
と
も
福
音
主
義
教
会
理
事
会
の
統
一
的
見
解
な
の
か
、
そ
し

て
そ
の
言
葉
が
ド
イ
ツ
の
教
会
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
て
い
る
言
葉
な
の
か
、
と
い
う
問
題
は
、
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
（
33
）」。

そ
こ
で
こ
の
問
題
に
明
確
な
応
答
を
す
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
の
側
は
、
そ
の
夜
に
理
事
会
の
会
議
を
開
き
、
罪
責
宣
言
の
文
案
を

審
議
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
う
し
て
ド
イ
ツ
側
と
世
界
教
会
側
と
の
午
後
の
会
合
が
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
終
了
の
直
前
に
、
ド
イ
ツ
側
か
ら

東
部
ド
イ
ツ
や
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
ド
イ
ツ
難
民
の
窮
状
が
デ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
、
ホ
ル
ニ
ッ
ヒ
（
ブ
レ
ス
ラ
ウ
）、
ツ
ィ
ー
ル
ケ
（
ベ
ー

メ
ン
＝
ボ
ヘ
ミ
ア
）
の
発
言
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
（
34
）

。

３
　
罪
責
宣
言
の
作
成
と
発
表

一
九
四
五
年
一
〇
月
一
八
日
の
夕
食
後
、
ド
イ
ツ
側
は
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
理
事
会
の
会
議
に
入
り
、
午
後
一
〇
時
三
〇
分
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト

ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
の
最
終
案
が
完
成
し
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
会
議
で
は
二
つ
の
こ
と
が
主
要
な
問
題
と
な
っ
た
。
一
つ
は
、
ド
イ
ツ
敗
戦
と
と
も
に

東
欧
諸
国
か
ら
追
放
さ
れ
た
多
数
の
（
最
終
的
に
は
数
百
万
人
に
達
し
た
）
ド
イ
ツ
人
難
民
の
窮
状
に
対
す
る
他
国
の
罪
責
に
触
れ
る
必
要
は
な
い
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か
、
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
、「
こ
の
問
題
は
、
罪
責
と
対
抗
罪
責
と
の
相
殺
（
差
引
勘
定
）
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
最

終
的
に
全
会
一
致
で
否
定
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
差
引
勘
定
を
も
ち
出
せ
ば
、
ド
イ
ツ
の
内
外
に
お
け
る
真
の
反
省
（N

eu
b

esin
n

u
n

g

）
を
促
す
一

切
の
き
っ
か
け
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
か
ら
（
35
）」（

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ヘ
ル
ト
）。
こ
う
し
て
罪
責
宣
言
の
文
案
の
中
に
は
、
自
分
た
ち
の
罪
責

の
み
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
、
そ
れ
に
加
え
て
、
今
後
な
さ
れ
る
べ
き
新
た
な
出
発
に
も
触
れ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

第
二
の
問
題
は
、
罪
責
宣
言
の
最
終
文
案
を
ど
う
ま
と
め
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
ず
草
案
と
し
て
は
ア
ス
ム
ッ
セ
ン
の
も
の
と
デ
ィ
ベ

リ
ウ
ス
の
も
の
と
が
提
出
さ
れ
た
。
ア
ス
ム
ッ
セ
ン
草
案
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
理
事
会
は
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
お
け
る
一
〇
月
一
八
日
の
会
議
に
際
し
て
世
界
教
会
協
議
会
の
代
表
者
た
ち

に
あ
い
さ
つ
を
送
り
ま
す
。

外
国
の
兄
弟
た
ち
と
再
会
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
喜
び
に
は
、
大
き
な
痛
み
と
深
い
恥
と
が
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
全
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
国
々
と
に
果
て
し
な
い
苦
し
み
を
も
た
ら
し
た
の
が
わ
が
同
胞
で
あ
る
こ
と
を
、
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
私

た
ち
は
わ
が
民
族
の
罪
責
（u

n
serers

V
olkes

S
ch

u
ld

）
を
共
に
担
い
と
り
ま
す
。
私
た
ち
ド
イ
ツ
の
キ
リ
ス
ト
者
が
も
っ
と
勇
敢
で
な
か

っ
た
こ
と
、
も
っ
と
よ
く
祈
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
も
っ
と
喜
ば
し
く
信
じ
な
か
っ
た
こ
と
、
も
っ
と
熱
心
に
祈
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
何
と
わ

ざ
わ
い
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
神
の
前
で
、
ま
た
世
界
教
会
の
兄
弟
た
ち
の
前
で
告
白
し
ま
す
。

私
た
ち
は
真
理
の
た
め
に
こ
の
告
白
を
提
出
し
ま
す
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
私
た
ち
は
過
去
一
二
年
間
、
聖
霊
へ
の
信
仰
、
全
キ
リ
ス
ト
者

と
の
交
わ
り
を
欲
し
求
め
て
き
た
よ
う
に
、
今
や
再
び
心
か
ら
そ
れ
を
願
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
に
よ
っ
て
平
和
に
仕
え
る
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
復
讐
の
精
神
、
無
暴
な
報
復
の
精
神
を
追
放
す
る
助
け
に
な
る
こ
と
を
、
希
望
し
ま
す
。

二
五



シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
へ
の
道
　
―
―
ド
イ
ツ
教
会
闘
争
の
終
幕
―
―

二
六

地
上
の
す
べ
て
の
国
が
ナ
チ
ズ
ム
の
精
神
（G

eist

）
か
ら
守
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
祈
り
で
す
。
ナ
チ
ズ
ム
の
精
神
は
、
愛
を

喪
失
し
た
精
神
、
権
力
崇
拝
の
精
神
、
正
義
を
軽
蔑
す
る
精
神
で
あ
り
、
す
べ
て
の
弱
者
に
対
す
る
暴
虐
の
精
神
で
あ
り
ま
し
た
。
ほ
か
の
誰

よ
り
も
私
た
ち
は
こ
の
精
神
を
体
験
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
追
放
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
理
想
主
義
で
も
、
そ
の
残
虐
さ
を
暴
露
す
る
こ

と
で
も
、
人
間
の
力
で
も
な
く
、
た
だ
神
の
言
葉
、
祈
り
お
よ
び
苦
難
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
世
界
教
会
の
兄
弟
た
ち
が
御
言
葉
と
祈
り
と
の
交
わ
り
の
中
で
私
た
ち
と
共
に
自
ら
を
も
造
り
か
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
祈
念
致

し
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
な
お
予
想
さ
れ
る
苦
難
の
時
を
、
全
世
界
の
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
と
共
に
耐
え
抜
く
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
（
36
）

」。

ま
た
デ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
の
草
案
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
理
事
会
は
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
お
け
る
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
八
、
一
九
日
の
会
議
に
際
し
世
界
教
会
協
議

会
の
代
表
の
方
々
に
あ
い
さ
つ
申
し
あ
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
わ
が
国
民
と
の
大
き
な
苦
難
の
共
同
体
の
中
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
罪
責
の
連
帯
（S

olid
arität

d
er

S
ch

u
ld

）
の
中
に
あ
る

こ
と
を
、
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
い
っ
そ
う
皆
様
の
来
訪
に
感
謝
申
し
あ
げ
る
し
だ
い
で
す
。
私
た
ち
が
私
た
ち
自
身
の
教
会
に
対
し
て

し
ば
し
ば
証
言
し
て
き
た
こ
と
を
、
こ
の
時
に
も
申
し
あ
げ
ま
す
。
す
な
わ
ち
私
た
ち
は
、
確
か
に
長
年
に
わ
た
っ
て
ナ
チ
ズ
ム
の
暴
力
支
配

の
中
に
恐
る
べ
き
表
現
を
見
出
し
た
精
神
（G

eist

）
に
対
し
て
、
キ
リ
ス
ト
の
名
に
お
い
て
戦
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
私
た
ち
は
自

ら
を
告
発
し
ま
す
、
も
っ
と
勇
敢
に
告
白
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、
も
っ
と
よ
く
祈
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
、
も
っ
と
喜
ば
し
く
信
じ
な
か
っ
た
こ

と
を
、
も
っ
と
熱
烈
に
愛
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
。



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
三
五
巻
　
　
第
三
・
四
号
（
二
〇
〇
三
年
　
三
月
）

今
や
私
た
ち
の
教
会
で
新
し
い
出
発
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
神
が
私
た
ち
の
教
会
を
神
の
道
具
と
し
て
用
い
て
下
さ
る
よ
う
に
、
ま
た
神
の

言
葉
を
告
げ
知
ら
せ
る
全
権
を
、
私
た
ち
の
も
と
で
も
わ
が
全
国
民
の
も
と
で
も
神
の
意
思
に
服
従
す
る
全
権
を
私
た
ち
の
教
会
に
与
え
て
下

さ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
恵
み
と
慈
愛
と
の
神
に
切
望
致
し
ま
す
。

こ
の
新
し
い
出
発
に
あ
た
っ
て
世
界
教
会
の
共
同
体
の
諸
教
会
と
の
心
か
ら
な
る
結
び
つ
き
を
実
感
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
私
た
ち
は
深
い

喜
び
に
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
会
の
共
同
の
奉
仕
に
よ
っ
て
復
讐
と
暴
力
と
の
精
神
が
抑
え
ら
れ
、
平
和
と
愛
と
の
精
神
が
支
配
す
る
よ
う

に
、
そ
の
精
神
に
お
い
て
の
み
、
傷
つ
い
た
人
類
が
癒
し
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
神
に
切
望
致
し
ま
す
。

か
く
し
て
全
世
界
が
新
し
い
出
発
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
の
時
に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
神
に
乞
い
願
い
ま
す
、
造
リ
主
ナ
ル
聖
霊
ヨ
、
来
タ

リ
マ
セ
（V

en
iC

reator
sp

iritu
s!

）、
と
（
37
）」。

理
事
会
の
会
議
で
は
両
方
の
草
案
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
し
て
全
体
と
し
て
は
デ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
草
案
の
方
が
思
考
の
流
れ
の
明
晰
さ
、
ま
と
ま
り
の

良
さ
な
ど
の
点
で
ベ
タ
ー
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
し
か
も
新
出
発
と
い
う
要
素
を
強
調
し
て
い
る
点
で
、
デ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
案
が
理
事
会
の
意
向
に
か

な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
ー
の
提
案
に
よ
っ
て
、
ア
ス
ム
ッ
セ
ン
草
案
の
中
か
ら
、
ド
イ
ツ
人
に
よ
っ
て
多
く
の
諸
国
民
の

上
に
果
て
し
な
い
苦
し
み
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
内
容
部
分
が
、
最
終
案
に
受
け
継
が
れ
た
。
そ
れ
は
ニ
ー
メ
ラ
ー
の
大
き
な
貢
献
で
あ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
（
38
）

。

明
け
て
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
九
日
（
金
）
朝
、
ド
イ
ツ
側
と
世
界
教
会
側
と
は
再
び
合
流
し
た
。
そ
し
て
ア
ス
ム
ッ
セ
ン
が
次
の
よ
う
な
罪
責

宣
言
を
読
み
あ
げ
、
最
後
に
、「
私
た
ち
は
、
こ
の
言
葉
を
ち
ょ
う
ど
神
に
申
し
あ
げ
る
よ
う
に
、
皆
様
に
申
し
あ
げ
ま
す
（
39
）

」
と
付
け
加
え
た
。

「
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
理
事
会
は
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
八
、
一
九
日
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
お
け
る
会
合
に
際
し
、
世
界
教
会

二
七



シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
へ
の
道
　
―
―
ド
イ
ツ
教
会
闘
争
の
終
幕
―
―

二
八

協
議
会
の
代
表
団
に
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
わ
が
国
民
と
共
に
大
き
な
苦
難
の
共
同
体
の
中
に
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
罪
責
の
連
帯
（S

olid
arität

d
er

S
ch

u
ld

）
の
中
に
も

あ
る
こ
と
を
覚
え
、
そ
れ
だ
け
い
っ
そ
う
、
こ
の
た
び
の
ご
来
訪
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
大
い
な
る
痛
み
を
も
っ
て
申
し
あ
げ
ま

す
。
私
た
ち
に
よ
っ
て
多
く
の
諸
民
族
と
諸
国
と
の
上
に
果
て
し
な
い
苦
難
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
。
私
た
ち
が
教
会
の
会
衆
に
し
ば
し
ば

証
言
し
て
き
た
こ
と
を
、
今
、
私
た
ち
は
教
会
全
体
の
名
に
お
い
て
表
明
致
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
私
た
ち
は
、
ナ
チ
ス
の
暴
力
支
配
と
し
て

そ
の
恐
る
べ
き
形
を
現
し
た
精
神
（G

e
ist

）
に
対
抗
し
て
、
確
か
に
何
年
も
の
間
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
名
の
下
に
戦
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
私
た
ち
は
自
ら
を
告
発
し
ま
す
。
も
っ
と
勇
敢
に
告
白
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、
も
っ
と
忠
実
に
祈
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
、
も
っ
と
喜
ば

し
く
信
じ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
そ
し
て
も
っ
と
熱
烈
に
愛
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
。

今
こ
そ
私
た
ち
の
教
会
は
新
し
く
出
発
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
聖
書
に
根
ざ
し
、
全
き
真
剣
さ
を
も
っ
て
、
教
会
の
唯
一
の
主
に
導
か

れ
つ
つ
、
私
た
ち
の
教
会
は
、
非
信
仰
的
影
響
か
ら
自
ら
を
清
め
、
自
ら
の
姿
勢
を
正
す
こ
と
に
着
手
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
恵
み
と
あ
わ
れ

み
と
の
神
に
向
か
っ
て
、
神
が
私
た
ち
の
教
会
を
神
の
道
具
と
し
て
用
い
て
下
さ
る
よ
う
に
、
ま
た
神
の
言
葉
を
宣
べ
伝
え
、
私
た
ち
自
身
の

間
で
も
、
わ
が
国
民
全
体
の
間
で
も
、
神
の
意
思
へ
の
従
順
を
つ
く
り
出
す
全
権
を
、
私
た
ち
の
教
会
に
与
え
て
下
さ
る
よ
う
に
、
祈
念
致
し

ま
す
。

こ
の
新
し
い
出
発
に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
、
世
界
教
会
の
共
同
体
の
他
の
諸
教
会
と
心
か
ら
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
覚
え
る
こ
と
を
許
さ

れ
、
深
い
喜
び
に
満
た
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
今
日
新
た
に
強
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
暴
力
と
報
復
と
の
精
神
（G

eist
）
が
、
諸
教
会
の
共
同
の
奉
仕
に
よ
っ
て
全
世
界
で
抑
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え
ら
れ
、
平
和
と
愛
と
の
精
神
が
支
配
す
る
日
が
来
る
よ
う
に
、
苦
し
み
悩
む
人
類
が
ま
さ
に
そ
の
精
神
に
よ
っ
て
癒
さ
れ
る
よ
う
に
、
神
に

祈
り
ま
す
。

か
く
し
て
私
た
ち
は
、
全
世
界
が
新
し
い
出
発
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
の
時
に
あ
た
り
、
神
に
乞
い
願
い
ま
す
、
来
タ
リ
マ
セ
、
造
リ
主
ナ

ル
聖
霊
ヨ
（V

en
icreator

sp
iritu

s!

）
と
。

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
　
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
八
、
一
九
日

ヴ
ル
ム
　
ア
ス
ム
ッ
セ
ン
　
マ
イ
ザ
ー
　
ヘ
ル
ト
　
リ
ル
エ
　
ハ
ー
ン
　
ニ
ー
ゼ
ル

ス
メ
ン
ト
　
ハ
イ
ネ
マ
ン
　
デ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
　
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
ー
（
40
）」

三
　
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
の
意
義

―
―
む
す
び
に
か
え
て
―
―

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
崩
壊
と
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
北
と
い
う
二
重
の
破
局
の
わ
ず
か
五
ヵ
月
後
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
誰
よ
り
も
先
に
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
が
罪
責
告
白
を
行
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
を
発
表
し
た
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
理
事
会
の
メ

ン
バ
ー
の
多
く
は
、
ヴ
ル
ム
議
長
、
ニ
ー
メ
ラ
ー
副
議
長
、
マ
イ
ザ
ー
監
督
、
デ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
教
区
長
を
含
め
て
、
ド
イ
ツ
の
伝
統
的
・
保
守
的
な

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
担
い
手
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
教
会
指
導
者
た
ち
が
率
直
に
罪
責
を
認
め
、
そ
れ
を
公
式
文
書
と

し
て
外
国
教
会
の
代
表
者
た
ち
の
前
で
発
表
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
驚
く
べ
き
出
来
事
で
あ
っ
た
。

二
九



シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
へ
の
道
　
―
―
ド
イ
ツ
教
会
闘
争
の
終
幕
―
―

三
〇

た
し
か
に
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
罪
責
宣
言
が
終
戦
の
た
っ
た
五
ヵ
月
後
に
急
拠
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
世
界
教
会
協
議
会
の
代
表

団
の
来
訪
と
勧
告
と
い
う
一
種
の
外
的
影
響
も
無
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
ド
イ
ツ
教
会
の
内
部
に
真
に
自
主
的
な
心
か

ら
の
罪
責
告
白
が
準
備
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
外
部
か
ら
の
圧
力
だ
け
で
は
、
あ
の
よ
う
な
形
と
内
容
で
の
罪
責
宣
言
が
早
期
に
成
立
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
理
事
会
の
議
長
と
し
て
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
に
真
先
に
署
名
し
た
テ
オ
フ
ィ
ー
ル
・
ヴ
ル
ム
は
、
後
に
『
回

想
録
』（E

rin
n

eru
n

gen
au

s
m

ein
em

L
eben

,1953

）
の
中
で
、
こ
の
罪
責
宣
言
が
ド
イ
ツ
の
教
会
自
身
の
内
面
的
な
力
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
、
ド
イ
ツ
政
府
、
ド
イ
ツ
軍
、
ド
イ
ツ
の
諸
機
構
の
行
為
に
よ
っ

て
世
界
に
も
た
ら
さ
れ
た
す
べ
て
の
惨
状
に
鑑
み
て
、
こ
れ
ら
〔
世
界
の
〕
キ
リ
ス
ト
教
界
の
代
表
者
た
ち
の
前
で
悔
い
改
め
の
言
葉
を
語
る
べ
き

だ
と
い
う
深
い
思
い
に
と
ら
わ
れ
た
。
理
事
会
議
長
と
し
て
私
は
、
わ
れ
わ
れ
に
そ
う
し
た
第
一
歩
を
勧
め
た
の
が
外
部
の
圧
力
で
も
カ
ー
ル
・
バ

ル
ト
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
異
論
に
抗
し
て
、
は
っ
き
り
と
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
第
一
歩
は
完
全
に
理
事
会
の
イ
ニ

シ
ャ
チ
ヴ
か
ら
出
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
（
41
）

」。
自
己
の
内
面
的
な
力
に
動
か
さ
れ
て
、
こ
う
し
た
罪
責
告
白
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
新
生
へ
の
歩
み
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
の
も
つ
重
要
な
意
味
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
了
か
ら
約
二
五
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
の
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
教
会
の
態
度
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
容
易
に
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
の
ド
イ
ツ
の
教
会
に
と
っ
て
は
、
罪
責
の
告
白
な

ど
は
思
い
も
つ
か
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
当
時
の
教
会
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
規
定
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
単
独
戦
争
責
任
条
項
（
第
二
三
一

条
）
を
拒
絶
し
、
世
界
教
会
運
動
（
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
）
の
場
に
お
い
て
も
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
立
場
に
固
執
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
そ
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こ
に
は
過
酷
で
一
方
的
な
講
和
条
約
を
押
し
つ
け
ら
れ
、
民
族
の
誇
り
を
傷
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
一
種
の
怨
恨
意
識
（
ル
サ
ン
チ
マ
ン
）
が
潜
在
し

て
い
た
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
君
主
、
国
家
、
民
族
と
の
一
体
感
の
中
で
生
き
続
け
て
き
た
の
で
あ
っ
た
（
42
）。

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
は
大
き
く
様
相
が
変
わ
っ
て
い
た
。
ま
ず
ド
イ
ツ
の
教
会
が
信
頼
を
寄
せ
る
べ
き
国
家
自
体
が
、

戦
争
の
は
じ
ま
る
前
か
ら
教
会
を
弾
圧
し
、
ひ
そ
か
に
キ
リ
ス
ト
教
会
の
撲
滅
を
最
終
目
標
と
す
る
世
界
観
国
家
へ
と
変
質
し
て
い
た
。
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
教
会
の
大
部
分
の
人
び
と
は
、
こ
の
こ
と
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。
ナ
チ
ス
体
制
の
成
立
と
共
に
開
始
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
迫
害
が
戦
争

勃
発
と
と
も
に
強
化
さ
れ
、
や
が
て
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
虐
殺
、
ド
イ
ツ
占
領
下
の
ス
ラ
ヴ
系
諸
民
族
の
奴
隷
化
、
さ
ら
に
は
ド
イ
ツ
本
土
内
の
障
害

者
・
病
人
の
安
楽
死
作
戦
へ
と
進
ん
だ
と
き
、
キ
リ
ス
ト
者
の
多
く
は
、
忠
実
な
愛
国
心
と
、
国
家
が
犯
し
つ
つ
あ
る
不
気
味
な
行
為
に
対
す
る
良

心
の
痛
み
、
こ
の
両
者
に
は
さ
ま
れ
て
苦
悩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
そ
う
し
た
苦
悩
と
無
縁
で
あ
っ
た
《
ド
イ
ツ
的
キ
リ

ス
ト
者
》
た
ち
は
、
ナ
チ
ス
当
局
に
全
面
的
に
協
力
し
、
ナ
チ
ス
支
配
の
道
具
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
こ
の
苦
悩
を
真
剣
に
受
け
と
め
、

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
に
真
実
に
生
き
る
べ
く
努
力
し
、
そ
の
結
果
、
ナ
チ
ス
体
制
の
行
き
方
に
抵
抗
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
人
た
ち
も
、

確
か
に
少
な
か
ら
ず
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
今
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
た
時
、
真
先
に
自
ら
の
罪
責
と
自
民
族
の
罪
責
と
を
自
覚
し
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
と
表
明
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
第
三
帝
国
と
戦
争
の
下
で
服
従
を
拒
否
し
た
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
「
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
の
指
導
者
た
ち

は
、
ド
イ
ツ
の
市
民
が
一
人
残
ら
ず
自
分
た
ち
の
政
府
の
行
為
に
対
す
る
各
人
の
責
任
を
承
認
す
る
よ
う
に
仕
向
け
ら
れ
る
こ
と
の
中
に
、
さ
ら
な

る
民
族
的
破
局
を
避
け
う
る
最
大
の
希
望
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
確
信
し
た
の
で
あ
る
（
43
）

」（
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
ポ
ッ
ツ
）。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
の
担
い
手
た
ち
の
第
一
歩
こ
そ
は
、
世
界
教
会
と
の
信
頼
関
係
の
回
復
、
連
帯
へ
の
道
を
切
り
開
き
、

三
一



シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
へ
の
道
　
―
―
ド
イ
ツ
教
会
闘
争
の
終
幕
―
―

三
二

や
が
て
は
周
辺
諸
民
族
の
間
に
ド
イ
ツ
へ
の
信
頼
を
回
復
さ
せ
る
礎い
し
ず
えと
な
っ
た
。

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
の
会
合
の
閉
幕
近
く
に
フ
ラ
ン
ス
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
代
表
ピ
エ
ー
ル
・
モ
ー
リ
は
ド
イ
ツ
の
教
会
指
導
者
た

ち
に
向
か
っ
て
次
の
よ
う
に
応
答
し
た
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
の
将
来
に
開
か
れ
た
新
し
い
希
望
と
展
望
を
予

告
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
世
界
教
会
の
代
表
と
し
て
で
は
な
く
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
改
革
派
教
会
の
使
節
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
と
真
理
と
に
お
い
て
私
の

印
象
を
語
ら
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
と
っ
て
あ
の
よ
う
な
言
葉
を
語
る
こ
と
は
、
決
し
て
快
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
た
だ
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
の
み
皆
様
は
あ
の
言
葉
を
語
る
よ
う
に
解
放
さ
れ
た
の
で
す
。
皆
様
が
国
民
に
忠
実
で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
お
ら
れ
る
そ
の
気
持
を
、
私
た
ち
は
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
は
た
だ
感
謝
す
る
の
み
で
す
。
あ
の
言
葉
は
神

の
前
で
考
え
ら
れ
、
書
か
れ
、
読
み
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
恵
み
に
よ
っ
て
神
に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
任
務
は
、
皆
様
に

対
し
て
パ
リ
サ
イ
的
〔
律
法
主
義
的
〕
な
誇
り
を
も
っ
て
立
ち
向
か
う
こ
と
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

今
、
こ
う
し
て
こ
の
文
書
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
あ
る
物
、
つ
ま
り
ド
イ
ツ
だ
け
で
な
く
、
全
世
界
に
充
満
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
支
配
の
毒
物
と

い
う
重
荷
を
背
負
い
と
る
こ
と
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
以
前
よ
り
も
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
…
…

し
か
し
教
会
は
諸
民
族
の
中
で
正
義
（G

erech
tigkeit

）
の
た
め
に
戦
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ヒ
ト
ラ
ー
支
配
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
諸
民

族
の
中
で
正
義
は
押
し
の
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
私
の
教
会
で
は
四
二
名
の
人
が
強
制
収
容
所
に
送
り
こ
ま
れ
、

そ
の
三
分
の
一
、
つ
ま
り
一
四
名
し
か
生
還
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、
す
ぐ
に
は
消
え
る
こ
と
の
な
い
わ
が
民
族
の
苦
し
み
で
す
。
…
…
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皆
様
の
こ
の
言
葉
は
、
私
た
ち
も
ま
た
ド
イ
ツ
に
対
し
て
正
義
に
基
づ
い
て
振
る
ま
う
よ
う
に
、
私
た
ち
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
皆

様
を
お
助
け
で
き
る
よ
う
に
、
皆
様
が
私
た
ち
を
助
け
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。
私
た
ち
は
困
難
な
年
月
を
体
験
し
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
世
界

に
は
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
に
も
、
窮
状
か
ら
逃
げ
出
す
こ
と
な
く
、
ゆ
る
し
に
よ
る
恵
み
の
中
で
生
き
て
い
る
人
々
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
私

た
ち
は
知
る
で
し
ょ
う
。
皆
様
の
言
葉
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
教
会
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
自
身
の
た
め
に
キ
リ
ス
ト
教
的
生
活
を
す
る
よ
う
に
呼
び

か
け
る
う
え
で
、
豊
か
な
手
助
け
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
す
べ
て
一
つ
の
義
務
を
も
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
西
洋
に
お

い
て
新
し
い
こ
と
が
は
じ
ま
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
ド
イ
ツ
も
ま
た
諸
民
族
と
の
連
帯
（V

ö
lk

erso
lid

arität

）
の
中
へ
復
帰
す

る
よ
う
、
何
か
を
し
な
い
で
は
お
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
（
44
）

」。

第
二
次
世
界
大
戦
で
の
敗
北
の
後
、
連
合
国
軍
に
よ
る
間
接
占
領
下
に
自
国
の
政
府
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
日
本
と
は
異
な
り
、
ド
イ
ツ

は
連
合
国
の
直
接
占
領
の
下
に
置
か
れ
、
一
九
四
九
年
ま
で
自
ら
の
政
府
を
も
つ
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
組
織
体
と

し
て
の
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
は
、
早
く
も
敗
戦
の
五
ヵ
月
後
に
ド
イ
ツ
民
族
と
ド
イ
ツ
の
教
会
と
の
罪
責
を
公
式
に
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
「
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
」
は
、
世
界
教
会
協
議
会
の
代
表
た
ち
の
前
で
読
み
あ
げ
ら
れ
た
だ
け
で
、
当
初
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
は

流
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
十
一
年
前
に
大
規
模
な
全
国
的
な
教
会
総
会
に
よ
っ
て
華
々
し
く
打
ち
出
さ
れ
た
「
バ
ル
メ
ン
宣
言
」
と
は
全
く
対
照
的

に
、「
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
」
は
、
ま
こ
と
に
つ
つ
ま
し
く
そ
の
産
声
を
あ
げ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
罪
責
宣
言
は
バ
ル

メ
ン
宣
言
に
劣
ら
ぬ
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、「
バ
ル
メ
ン
宣
言
」
が
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
会
闘
争

の
開
幕
を
告
げ
る
宣
戦
布
告
と
し
て
の
信
仰
告
白
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
」
は
教
会
闘
争
の
終
幕
を
告
げ
る
総

三
三
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ュ
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教
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終
幕
―
―

三
四

決
算
と
し
て
の
信
仰
告
白
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
罪
責
宣
言
は
、
教
会
自
身
の
新
生
を
訴
え
る
重
要
な
第
一
歩
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
古
い
ド
イ
ツ
の
死
と
新
し
い
ド
イ
ツ
の
誕
生

を
予
告
す
る
兆
し
で
も
あ
っ
た
。
ナ
チ
ズ
ム
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
民
族
の
ド
イ
ツ
へ
の
信
頼
は
、
ま
ず
ド
イ
ツ
政
府

、
、
、
、
、

に
よ
っ
て

で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
の
教
会

、
、
、
、
、
、

に
よ
っ
て
、
回
復
へ
の
手
掛
り
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
現
実
に
示
し
た
も
の
こ
そ
は
、
こ
の
「
シ
ュ
ト

ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
」
の
小
さ
な
産
声
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

注

（
１
）

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
に
関
す
る
基
本
文
献
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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宮
田
光
雄
『
十
字
架
と
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ
―
―
反
ナ
チ
教
会
闘
争
の
思
想
史
的
研
究
』
新
教
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
の
第
五
章
「
教
会
闘
争
と
罪

責
告
白
―
―
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
論
争
」（
三
九
三
―
四
六
〇
頁
）。
村
上
伸
「
前
進
へ
の
呼
び
か
け
―
―
バ
ル
メ
ン
か
ら
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト

ガ
ル
ト
へ
」『
福
音
と
世
界
』
三
九
巻
六
号
、
一
九
八
四
年
五
月
、
二
〇
―
二
九
頁
。
村
上
伸
「
西
ド
イ
ツ
教
会
の
罪
責
告
白
」『
福
音
と
世
界
』
四
〇

巻
一
五
号
、
一
九
八
五
年
一
二
月
、
二
二
―
二
九
頁
。
村
上
伸
「
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
演
説
の
い
く
つ
か
の
背
景
」
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ

ツ
ゼ
ッ
カ
ー
著
、
永
井
清
彦
訳
『
荒
れ
野
の
四
〇
年
―
―
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
大
統
領
演
説
全
文
』
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
一
九
八
六
年
、
四
二
―
五

五
頁
。
井
上
良
雄
「
教
会
の
戦
争
責
任
―
―
ド
イ
ツ
と
日
本
の
場
合
」
雨
宮
栄
一
・
森
岡
巌
編
『
罪
責
を
担
う
教
会
の
使
命
』
新
教
出
版
社
、
一
九
八

七
年
、
一
〇
七
―
一
三
六
頁
。

（
２
）

こ
の
前
後
の
記
述
に
つ
い
て
は
、vgl.

K
u

rt
M

eier,
D

er
evan

gelisch
e

K
irch

en
kam

p
f,

B
d

.
3

:
Im

Z
eich

en
d

es
zw

eiten
W

eltkrieges,

V
an

d
en

h
oeck,G

öttin
gen
1984,S

. 580.



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
三
五
巻
　
　
第
三
・
四
号
（
二
〇
〇
三
年
　
三
月
）

（
３
）

M
artin

N
iem

öller,R
ed

en
1945 -1954,D

arm
stad

t 1958,S
. 11f.

（
４
）

と
り
あ
え
ず
次
の
拙
稿
を
参
照
。
河
島
幸
夫
「
独
裁
国
家
と
教
会
―
―
ナ
チ
ス
政
権
初
期
の
福
音
主
義
教
会
」
今
関
恒
夫
・
河
島
幸
夫
ほ
か
共
著

『
教
会
』（
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
探
究
③
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
九
―
八
四
頁
。
と
く
に
五
八
―
五
九
頁
。

（
５
）

Joach
im

B
eckm

an
n

（H
g.

）,K
irch

lich
es

Jah
rbu

ch
fü

r
d

ie
E

van
gelisch

e
K

irch
e

in
D

eu
tsch

lan
d
1945 -1948, 72 .-75.

Jg.,
G

ü
tersloh

1950,S
. 18f.

（
６
）

A
rm

in
B

oyen
s,

K
irch

en
kam

p
f

u
n

d
Ö

ku
m

en
e
1939 -1945,

C
h

r.
K

aiser,
M

ü
n

ch
en
1973,

S
. 273f.

な
お
、
こ
こ
で
ヴ
ィ
サ
ー
ト
ー
フ
ト

が
示
し
て
い
る
「
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
の
詩
」
と
は
、
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
が
ベ
ル
リ
ン
の
テ
ー
ゲ
ル
刑
務
所
の
獄
中
で
書
い
た
「
テ
ー

ゲ
ル
の
夜
の
声
」（N

äch
tlich

e
S

tim
m

en
in

T
egel

）
と
題
す
る
詩
で
あ
る
。
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
含
ま
れ
て
い
る
。

「
苦
難
と
恐
れ
、
行
為
に
お
い
て
貧
し
く
、
私
た
ち
は
人
び
と
の
前
で
あ
な
た

、
、
、

を
裏
切
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
ウ
ソ
が
頭
を
も
た
げ
る
の
を
見
、
真
理
に
栄
光
を
帰
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

困
窮
の
き
わ
み
に
あ
る
兄
弟
を
見
な
が
ら
、
私
た
ち
は
自
分
の
死
だ
け
を
恐
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
あ
な
た

、
、
、

の
前
に
男
と
し
て
、
私
た
ち
の
罪
を
告
白
す
る
者
と
し
て
、
進
み
出
ま
す
」（
傍
点
は
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
）

D
ietrich

B
on

h
oeffer,W

id
erstan

d
u

n
d

E
rgebu

n
g,N

eu
au

sgabe, 3.A
u

fl.,C
h

r.K
aiser,M

ü
n

ch
en
1985,S

. 387.

な
お
、
Ｅ
・
ベ
ー
ト

ゲ
編
、
村
上
伸
訳
『
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
獄
中
書
簡
集
』「
抵
抗
と
信
従
」
増
補
新
版
、
新
教
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
四
一
〇
―
四
一
一
頁
。
た
だ
し

拙
訳
は
村
上
伸
訳
を
参
考
に
し
な
か
っ
た
。

（
７
）
「
バ
ル
メ
ン
宣
言
」
に
つ
い
て
は
、
河
島
幸
夫
「
バ
ル
メ
ン
宣
言
と
そ
の
先
駆
け
」『
四
国
学
院
社
会
科
学
年
誌
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、

一
―
一
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）

K
arl

B
arth

,
D

ie
D

eu
tstch

en
u

n
d

w
ir,

Z
ollikon

-Z
ü

rich
1945.

こ
の
講
演
は
後
に
次
の
書
物
に
も
収
録
さ
れ
た
。K

.
B

arth
,

E
in

e

S
ch

w
eizer

S
tim

m
e
1938 -1945,

T
h

eologisch
er

V
erlag,

3.
A

u
fl.,

Z
ü

rich
1985,

S
.
334 -370.

な
お
、
こ
の
講
演
の
邦
訳
と
し
て
、『
カ
ー

ル
・
バ
ル
ト
著
作
集
』
第
七
巻
「
政
治
・
社
会
問
題
論
文
集
・
下
」
所
収
の
「
ド
イ
ツ
人
と
わ
れ
わ
れ
」
後
藤
哲
夫
訳
、
三
―
三
六
頁
を
参
照
。

（
９
）

K
.B

arth
,D

ie
D

eu
tsch

en
u

n
d

w
ir,aaO

.,S
. 30.

前
掲
邦
訳
書
、
二
四
頁
参
照
。

（
10
）

K
.B

arth
,E

in
e

S
ch

w
eizer

S
tim

m
e,aaO

.,S
. 397.

前
掲
邦
訳
書
、
四
九
頁
参
照
。

三
五



シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
へ
の
道
　
―
―
ド
イ
ツ
教
会
闘
争
の
終
幕
―
―

三
六

（
11
）

K
.B

arth
,E

in
e

S
ch

w
eizer

S
tim

m
e,aaO

.,S
. 396.

前
掲
邦
訳
書
、
四
九
頁
参
照
。

（
12
）

H
artm

u
t

L
u

d
w

ig,K
arlB

arth
s

D
ien

st
d

er
V

ersöh
n

u
n

g.
Z

u
r

G
esch

ich
te

d
es

S
tu

ttgarter
S

ch
u

ld
beken

n
tn

isses,in
:H

ein
z

B
ru

n
otte

（H
g.

）,Z
u

r
G

esch
ich

te
d

es
K

irch
en

kam
p

fes.
G

esam
m

elte
A

u
fsätze

II,V
an

d
en

h
oeck,G

öttin
gen
1971,S

. 31f.D
oku

m
ete,N

r. 2.

（
13
）

H
.L

u
d

w
ig,aaO

.,S
. 294.

（
14
）

K
.B

arth
,D

ie
evan

gelisch
e

K
irch

e
in

D
eu

tsch
lan

d
n

ach
d

em
Z

u
sam

m
en

bru
ch

d
es

D
ritten

R
eich

es,S
tu

ttart 1946,S
. 22f.,u

. 25.

（
15
）

V
gl.H

.L
u

d
w

ig,aaO
.,S

. 294.

（
16
）

H
ein

rich
H

erm
elin

k
（H

g.

）,K
irch

e
im

K
am

p
f.

D
oku

m
en

te
d

es
W

id
erstan

d
s

u
n

d
d

es
N

eu
b

au
s

in
d

er
evan

gelisch
en

K
irch

e

D
eu

tsch
lan

d
s

von
1933

bis
1945,

T
ü

bin
gen

/S
tu

ttgart
1950,

S
. 694ff.

;
G

erh
ard

S
ch

äfer/R
ich

ard
F

isch
er,

L
an

d
esbisch

of
D

.
W

u
rm

u
n

d
d

er
n

ation
alsozialistisch

e
S

taat 1940 -1945.
E

in
e

D
oku

m
en

tation
,S

tu
ttgart 1968,S

. 168.

な
お
、
テ
オ
フ
ィ
ー
ル
・
ヴ
ル
ム
に
つ

い
て
は
、
河
島
幸
夫
「
テ
オ
フ
ィ
ー
ル
・
ヴ
ル
ム
監
督
の
抵
抗
―
―
戦
時
下
ド
イ
ツ
教
会
闘
争
の
一
コ
マ
」『
西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
』
第
二
七
巻

一
号
、
一
九
九
四
年
七
月
、
一
―
四
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
17
）

W
ilh

elm
N

iem
öller,

K
am

p
f

u
n

d
Z

eu
gn

is
d

er
B

eken
n

en
d

en
K

irch
e

in
D

eu
tsch

lan
d

,
B

ielefeld
1948,

S
. 518.

な
お
、
こ
の
前
後
に

つ
い
て
く
わ
し
く
は
、
河
島
幸
夫
「
戦
争
末
期
の
古
プ
ロ
イ
セ
ン
合
同
告
白
教
会
」『
西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
』
第
三
三
巻
一
・
二
・
三
合
併
号
、

二
〇
〇
一
年
二
月
、
一
―
二
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
18
）

J.B
eckm

an
n

（H
g.

）,K
irch

lich
es

Jah
rbu

ch
fü

r
d

ie
evan

gelisch
e

K
irch

e
in

D
eu

tsch
lan

d
1933 -1944, 60 .-71.Jg.,G

ü
tersloh

1948,S
.

402ff.

（
19
）

D
.B

on
h

oeffer,
E

th
ik, 9.

A
u

fl.,
M

ü
n

ch
en
1981,

S
. 15.

デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
著
、
森
野
善
右
衛
門
訳
『
現
代
キ
リ
ス
ト
教
倫

理
』（
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
選
集
、
第
四
巻
）
増
補
版
、
新
教
出
版
社
、
一
九
七
八
年
、
四
三
〇
頁
。
編
者
エ
バ
ー
ハ
ル
ト
・
ベ
ー
ト
ゲ
の
解
説
に
よ
る
。

た
だ
し
訳
文
を
少
し
変
え
た
。

（
20
）

D
.B

on
h

oeffer,E
th

ik,aaO
.,S

. 119 -123.

Ｄ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
『
現
代
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
』
前
掲
邦
訳
書
、
増
補
版
、
六
九
―
七
三
頁
。

（
21
）

以
上
の
記
述
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。M

artin
G

resch
at

（H
g.

）,D
ie

S
ch

u
ld

d
er

K
irch

e,
aaO

.,
S

.
91;

G
erh

ard
B

esier/G
erh

ard

S
au

ter,
W

ie
C

h
risten

ih
re

S
ch

u
ld

beken
n

en
,

aaO
.,

S
. 27

;
M

artin
G

resch
at

（H
g.

）,Im
Z

eich
en

d
er

S
ch

u
ld

,
aaO

.,
S

. 9ff.;
K

.
M

eier,



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
三
五
巻
　
　
第
三
・
四
号
（
二
〇
〇
三
年
　
三
月
）

D
er

evan
gelisch

e
K

irch
en

kam
p

f,B
d

. 3,aaO
.,S

. 583;A
.B

oyen
s,K

irch
en

kam
p

f
u

n
d

Ö
ku

m
en

e
1939 -1945,aaO

.,S
. 277f.

（
22
）

G
.B

esier/G
.S

au
ter,W

ie
C

h
risten

ih
re

S
ch

u
ld

beken
n

en
,aaO

.,S
. 27.

（
23
）

M
.G

resch
at

（H
g.

）,D
ie

S
ch

u
ld

d
er

K
irch

e,aaO
.,S

. 91;A
.B

oyen
s,K

irch
en

kam
p

f
u

n
d

Ö
ku

m
en

e
1939 -1945,aaO

.,S
. 278.

（
24
）

M
.G

resch
at

（H
g.

）,D
ie

S
ch

u
ld

d
er

K
irch

e,aaO
.,S

. 92;A
.B

oyen
s,K

irch
en

kam
p

f
u

n
d

Ö
ku

m
en

e
1939 -1945,aaO

.,S
. 279.

（
25
）

M
.G

resch
at

（H
g.

）,D
ie

S
ch

u
ld

d
er

K
irch

e,aaO
.,S

. 93.

（
26
）

M
.G

resch
at

（H
g.

）,D
ie

S
ch

u
ld

d
er

K
irch

e,aaO
.,S

. 95;A
.B

oyen
s,K

irch
en

kam
p

f
u

n
d

Ö
ku

m
en

e
1939 -1945,aaO

.,S
. 279.

（
27
）

M
.G

resch
at

（H
g.

）,D
ie

S
ch

u
ld

d
er

K
irch

e,aaO
.,S

. 96;A
.B

oyen
s,K

irch
en

kam
p

f
u

n
d

Ö
ku

m
en

e
1939 -1945,aaO

.,S
. 279f.

（
28
）

M
.G

resch
at

（H
g.

）,D
ie

S
ch

u
ld

d
er

K
irch

e,aaO
.,S

. 96f.

（
29
）

M
.G

resch
at

（H
g.

）,D
ie

S
ch

u
ld

d
er

K
irch

e,aaO
.,S

. 97.

（
30
）

A
.B

oyen
s,K

irch
en

kam
p

f
u

n
d

Ö
ku

m
en

e
1939 -1945,aaO

.,S
. 280.

（
31
）

M
.G

resch
at

（H
g.

）,D
ie

S
ch

u
ld

d
er

K
irch

e,aaO
.,S

. 98f.

（
32
）

M
.G

ersch
at

（H
g.

）,D
ie

S
ch

u
ld

d
er

K
irch

e,aaO
.,S

. 99f.

（
33
）

A
.B

oyen
s,K

irch
en

kam
p

f
u

n
d

Ö
ku

m
en

e
1939 -1945,aaO

.,S
. 280.

（
34
）

M
.G

resch
at

（H
g.

）,D
ie

S
ch

u
ld

d
er

K
irch

e,aaO
.,S

. 93;A
.B

oyen
s,K

irch
en

kam
p

f
u

n
d

Ö
ku

m
en

e
1939 -1945,aaO

.,S
. 280.

（
35
）

M
.G

resch
at

（H
g.

）,D
ie

S
ch

u
ld

d
er

K
irch

e,aaO
.,S

. 93.

（
36
）

M
.G

resch
at

（H
g.

）,D
ie

S
ch

u
ld

d
er

K
irch

e,aaO
.,S

. 100f.;M
.G

rech
at

（H
g.

）,Im
Z

eich
en

d
er

S
ch

u
ld

,aaO
.,S

. 44.

（
37
）

M
.G

resch
at

（H
g.

）,D
ie

S
ch

u
ld

d
er

K
irch

e,aaO
.,S

. 101;M
.G

resch
at

（H
g.

）,Im
Z

eich
en

d
er

S
ch

u
ld

,aaO
.,S

. 44f.

（
38
）

V
gl.O

tto
D

ibeliu
s,R

ed
en

-B
riefe

1933 -1967,E
rlen

bach
-Z

ü
rich

/S
tu

ttgart 1970,S
. 31;M

.G
resch

at

（H
g.

）,D
ie

S
ch

u
ld

d
er

K
irch

e,

aaO
.,S

. 94;A
.B

oyen
s,K

irch
en

kam
p

f
u

n
d

Ö
ku

m
en

e
1939 -1945,aaO

.,S
. 280f.

（
39
）

A
.

B
oyen

s,
K

irch
en

kam
p

f
u

n
d

Ö
ku

m
en

e
1933 -1945,

aaO
.,

S
. 281.

た
だ
し
、M

.
G

resch
at

（H
g.

）,D
ie

S
ch

u
ld

d
er

K
irch

e,aaO
.,

S
.

94

で
は
、「
私
た
ち
は
、
こ
の
言
葉
を
神
に
申
し
あ
げ
る
が
ゆ
え
に
、
皆
様
に
申
し
あ
げ
ま
す
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
40
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
資
料
を
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
写
真
に
と
っ
た
も
の
は
、G

.
B

esier/G
.

S
au

ter,
W

ie
C

h
risten

ih
re

S
ch

u
ld

beken
n

en
,

aaO
.,

S
. 8f.

三
七



シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
罪
責
宣
言
へ
の
道
　
―
―
ド
イ
ツ
教
会
闘
争
の
終
幕
―
―

三
八

お
よ
び
　E

b
erh

ard
R

öh
m

/Jörg
T

h
ierfeld

er,
E

van
gelisch

e
K

irch
e

zw
isch

en
K

reu
z

u
n

d
H

aken
kreu

z.
B

ild
er

u
n

d
T

ex
te

ein
er

A
u

sstellu
n

g, 3.
A

u
fl.,

S
tu

ttgart
1983,

S
. 152

に
掲
載
さ
れ
て
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く
わ
し
く
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前
掲
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著
『
戦
争
・
ナ
チ
ズ
ム
・
教
会
』
第
一
章
お
よ
び
第
二
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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追
　
記

本
文
中
の
﹇
…
…
…
﹈
は
、
河
島
が
挿
入
し
た
も
の
で
あ
る
。


